
第 1.3 9 号

昭和48年 4 月 10 日

発行所

明和村役場

編集総務課

庶務管理係

印刷所小林印刷所

—— ゎヽ
―
―

、
ー
＿
＿

め③
口

_____=—-= 
よ
し
な
し
こ
と

国
も
漿
も
市
町
村
も
最
近
福
祉

行
政
が
強
く
う
ち
出
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
予
打
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

よ
ろ
こ
ば
し
い
。
物
が
豊
か
に
な

る
こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
は
好
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
と
も
す
れ

ば
物
の
面
の
み
が
強
く
と
り
あ
げ

ら
れ
て
人
問
同
志
の
あ
た
た
か
い

心
の
か
よ
い
合
い
。
思
い
や
り
に

満
ち
た
心
が
人
間
に
と
っ
て
は
極

め
て
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
物
の

面
と
共
に
忘
れ
が
ち
な
心
の
面
の

悩
祉
を
お
互
に
高
め
て
い
く
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

村の人口

―4 月 1 日現在—
世帯数 1938戸

人口総数 8839人

男 4379人

女 4460人

(3 月中の動き）

出生 7 人 死亡 13人

転入 31人 転出 39人

定
例
村
議
会

1 新年度予算きまる1
予算総額 6 億 1698 万円

議
会
風
景

円
の
経
費
を
か
け
て
実
施
す
る
が
つ
い
て
こ
な
い
。
そ
う
言
う
こ
と
は
、
二
面
の
図
表
、
村
税

も
の
で
す
。
①
四
十
八
年
度
は
＂
こ
と
で
工
事
が
遅
れ
る
が
、
今
の
内
訳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

西
部
地
区
に
第
三
水
源
の
建
設
日
J
i
年
度
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
ま
た
、
補
助
金
の
状
況
で
す
が

と
、
そ
の
浄
水
施
設
、
配
水
に
日
µ
i
会
に
行
い
た
い
。
農
業
に
対
し
て
は
、
国
、
県
、

第
一
一
回
定
例
村
議
会
は
三
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
会
期
七
日
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
予
算
必
要
な
工
平
を
四
千
九
百
七
十
、
，
＇
｀
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問
古
河
赤
岩
県
道
の
村
内
地
内
村
の
い
ろ
い
ろ
の
補
助
事
業
が

（
四
但
二
千
三
十
万
円
）
を
は
じ
め
、
各
種
の
特
別
会
計
（
一
は
九
千
六
百
六
十
八
万
円
）
な
ど
万
円
で
実
施
。
②
四
十
九
年
度
一
般
質
問
は
、
十
五
日
午
後
一
の
側
滞
の
整
備
に
つ
い
て
（
石
あ
り
、
国
の
補
助
事
業
に
対
し

計
十
八
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
敬
老
年
金
の
受
給
賓
格
を
八
十
五
オ
か
は
、
第
一
一
水
源
の
浄
水
施
設
と
時
か
ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
行
村
議
臣
）
県
や
村
は
、
そ
の
上
乗
せ
を
し

魯
十
五
オ
に
引
下
げ
、
交
通
遺
児
手
当
の
引
上
、
三
年
計
画
で
第
三
水
源
（
四
十
八
年
に
建
設
）
配
水
工
事
を
千
＝

l
-百
二
十
万
円
な
わ
れ
、
四
議
員
が
村
政
に
対
す
答
四
十
八
年
度
は
、
県
の
方
で
た
り
し
て
い
る
。
村
単
補
助
事

で
実
施
。
③
五
十
年
度
は
、
第
る
村
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
力
を
入
れ
て
い
る
様
子
な
の
で
業
は
約
四
百
万
円
が
計
上
さ
れ

の
建
設
や
、
第
一
第
二
水
源
の
浄
水
施
設
の
改
良
な
ど
のH
事
を
八
千
万
円
で
、
実
施
す
る
な
ど

一
水
源
の
浄
水
施
設
と
配
水
工
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
村
で
は
、
県
の
方
に
側
溝
の
整
て
い
る
。
商
工
業
に
対
し
て
は

事
を
千
七
百
十
万
円
で
実
施
す
問
特
に
道
路
改
良
工
事
が
毎
年
備
を
す
る
よ
う
鋤
き
か
け
る
。
補
助
金
制
度
は
少
な
く
、
主
と

栢
極
的
な
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
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は
オ
以
上
は
年
額
一
人
五
千
円
に
有
親
の
使
用
料
を
一
台
に
つ
る
も
の
で
す
。
お
く
れ
て
倍
工
し
て
い
る
。
設
問
邑
楽
用
水
堀
に
か
け
て
あ
る
し
て
、
金
融
と
税
制
上
の
特
別

二
議
案
の
内
容
一
改
め
た
も
の
で
す
。
き
月
額
三
百
円
を
四
百
円
に
、
◎
小
口
資
金
融
汽
促
進
条
例
の
計
委
託
し
て
毎
年
当
初
か
ら
沼
主
要
道
路
の
梱
の
拡
幅
の
整
備
措
四
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い

"
◎
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
．
特
別
回
線
は
一
カ
所
に
つ
き
月
一
部
改
正
工
で
き
る
瞑
勢
を
取
る
べ
き
で
に
つ
い
て
(
”
)
る
。
勤
労
者
に
つ
い
て
は
、
税

r
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長
の
事
務
部
局
の
職
員
の
額
千
五
百
円
を
二
千
円
に
引
き
一
，
企
業
者
に
対
す
る
貸
付
金
は
な
い
か
。
（
関
口
議
員
）
答
橋
だ
け
を
拡
幅
す
る
の
は
、
制
上
の
憂
遇
措
置
な
ど
が
あ
り

定
数
を
改
正
し
た
も
の
で
、
吏
上
げ
た
も
の
で
す
。
額
百
万
円
以
下
を
二
百
万
円
以
答
設
計
業
者
に
委
託
す
る
と
設
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
あ
る
の
で
補
助
金
は
な
い
。

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

員
の
職
三
十
九
人
を
四
十
五
人
◎
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
下
に
し
、
貸
付
期
問
一
年
以
内
計
の
協
議
が
し
に
く
い
の
で
、
道
路
を
広
げ
て
か
ら
橋
を
拡
幅
問
役
揚
庁
内
機
構
改
善
に
対
し

に
、
そ
の
他
の
職
目
二
十
五
人
江
黒
の
和
田
実
さ
ん
を
選
任
を
三
年
以
内
に
し
た
も
の
。
地
域
住
民
の
問
題
を
考
え
て
、
し
て
行
き
た
い
。
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
(
”
)

◎
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正

を
二
十
九
人
に
し
ま
し
た
。
す
る
こ
と
に
同
意
を
え
ま
し
た
◎
各
種
会
計
予
ヰ
設
計
は
で
き
る
だ
け
建
設
課
、
問
工
坦
敷
地
買
収
後
の
今
後
の
答
現
在
の
時
点
で
は
、
こ
の
ま

村
の
掲
示
易
の
数
二
十
一
カ

◎
交
通
追
児
手
当
条
例
の
一
部
◎
渡
船
越
立
請
負
受
諾
の
件
各
種
の
会
計
予
打
は
、
二
面
あ
る
い
は
、
土
地
改
良
に
お
願
建
設
、
操
業
計
画
(
”
)
ま
続
け
て
ゆ
き
た
い
が
、
改
善

所
を
十
六
カ
所
に
し
た
も
の
。

改
正
県
道
今
泉
館
林
線
千
津
井
の
に
掲
載
し
ま
し
た
。
．
い
し
て
い
く
考
え
で
い
る
。
設
答
貶
地
転
用
さ
れ
て
建
設
さ
れ
す
べ
き
点
は
、
総
務
課
長
と
協

◎
敬
老
年
金
条
例
の
一
部
改
正

交
通
遺
児
手
当
の
額
を
乳
幼
利
根
川
渡
船
越
立
を
、
県
か
ら
◎
一
般
会
計
補
正
予
打
計
を
業
者
に
委
託
す
る
か
ど
う
て
い
な
い
会
社
は
｀
七
社
あ
る
議
し
て
改
苔
を
は
か
っ
て
ゆ
き

敬
老
年
金
の
受
給
汽
格
を
八

児
は
、
月
額
千
円
を
千
五
百
円
村
が
年
額
一
一
百
十
二
万
円
で
請
追
加
額
九
百
九
十
七
万
円
は
か
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
検
討
が
六
社
に
つ
い
て
は
建
設
及
び
た
い
。

十
五
オ
か
ら
七
十
五
オ
に
引
下

に
、
小
学
生
は
月
額
千
五
百
円
負
う
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
え
保
育
園
建
築
費
三
十
五
万
円
、
し
て
ゆ
き
た
い
。
工
事
に
つ
い
操
業
予
定
期
日
が
提
出
さ
れ
て
問
交
通
事
故
の
多
い
県
道
と
国

げ
、
年
金
額
は
、
年
額
一
人
五

を
二
千
五
百
円
に
｀
中
学
生
は
ま
し
た
。
農
業
振
興
喪
二
十
七
万
円
、
道
て
は
、
一
日
も
早
く
進
め
よ
う
い
る
か
検
討
中
で
あ
る
。
一
社
道
の
拡
輻
整
備
に
つ
い
て
国
と

千
円
を
七
十
五
オ
か
ら
八
十
四

月
額
二
千
円
を
三
千
円
に
引
上
◎
上
水
追
第
一
一
次
変
更
事
業
の
路
新
設
改
艮
残
六
百
一
二
十
五
万
と
思
う
け
れ
ど
、
稲
作
の
問
題
に
つ
い
て
は
提
出
さ
れ
て
い
な
屎
と
の
陳
情
を
ど
う
考
え
て
い

オ
ま
で
一
人
三
千
円
、
八
十
五

げ
た
も
の
で
す
。
件
円
な
ど
で
す
。
も
あ
る
の
で
、
逍
路
の
拡
輻
が
い
の
で
、
村
で
は
こ
れ
に
対
し
る
か
。
な
お
、
昭
和
梢
の
複
線

◎
有
線
放
送
辺
話
使
用
料
条
例
こ
の
事
業
は
、
四
十
八
年
度
◎
国
保
会
計
補
正
予
箕
遅
れ
る
。
ま
た
、
路
親
の
決
定
て
催
促
し
た
い
。
化
も
あ
わ
せ
て
考
慮
し
て
ほ
し

の
一
部
改
正
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
、
八
千
万
医
僚
費
六
百
七
十
万
円
を
追
を
し
て
も
、
な
か
な
か
地
権
者
問
迎
路
整
備
（
砂
利
引
き
）
に
い
（
原
口
議
旦
）
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に
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国
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こ
れ
ら
、
三
つ
の
柱
を
最
煎
点

祉
の
充
実
、
②
住
み
よ
い
郷
土
づ
進
」
、
村
民
の
健
康
管
迎
と
生
活
防
災
対
策
と
し
て
も
、
消
防
糾
諮
会
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
に

く
り
の
推
進
、
③
地
域
社
会
の
開
現
境
の
改
善
の
為
防
疫
薬
剤
や
機
に
推
進
す
る
ほ
か
更
ら
に
臣
業
振
合
の
強
化
と
防
火
水
椿
の
増
設
、
よ
っ
て
は
、
放
送
時
間
の
関
係
溜
〗
臨
一
を
古
f
自
｛

千
五
百
四
十
六
い
J
O

発
の
三
つ
の
柱
を
最
箆
点
施
策
に
城
の
購
入
、
看
護
学
生
の
養
成
な
興
対
策
と
し
て
幹
線
排
水
路
の
整
施
設
の
拡
充
強
化
を
図
る
。
ま
た
も
あ
る
の
で
、
有
線
放
送
営
運

あ
げ
、
村
政
の
進
む
べ
き
方
向
を
ど
を
は
か
る
と
共
に
公
害
防
止
対
備
改
良
や
隣
接
千
代
田
村
と
連
携
交
通
安
全
対
策
に
し
て
も
、
村
民
委
旦
会
と
協
議
し
て
検
討
し
た

明
ら
か
に
し
て
、
力
強
い
政
治
姿
策
に
も
力
を
そ
そ
ぎ
た
い
と
考
え
を
保
ち
つ
つ
、
広
域
農
免
道
路
の
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
扱
優
先
に
い
。
指
名
業
者
五
社
に
よ
っ
て
、
迫

勢
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
て
い
る
。
ま
だ
、
こ
と
し
は
新
し
建
設
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
総
推
進
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
問
屁
業
者
、
商
工
業
者
、
勁
労
路
改
良
工
事
の
競
争
入
札
が
三
月

次
の
と
お
り
で
す
。
い
誠
み
と
し
て
、
宅
地
造
成
と
住
合
度
政
の
実
を
あ
げ
る
た
め
助
成
る
。
者
の
固
定
只
産
税
、
村
民
税
の
二
十
日
に
役
楊
で
行
な
わ
れ
、
若

「
村
民
福
祉
の
充
実
」
昨
年
宅
十
六
戸
を
建
設
し
て
、
人
口
の
措
阻
の
拡
大
を
図
っ
て
行
き
た
い
こ
こ
で
各
会
計
予
算
の
祇
要
を
収
入
と
、
そ
の
補
助
金
の
状
況
林
建
設
株
式
会
社
に
五
百
九
万
円

度
保
育
園
を
建
設
し
た
が
、
本
年
定
沼
と
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を
こ
の
ほ
か
、
学
校
教
育
、
社
会
説
明
し
て
最
後
に
明
和
村
の
福
祉
を
説
明
願
い
た
い
(
”
)
で
落
札
し
ま
し
た
。

度
は
、
こ
の
施
設
を
十
分
活
用
し
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
育
教
の
振
興
。
と
り
わ
け
、
社
会
元
年
と
も
い
う
べ
き
年
と
し
て
、
答
固
定
賓
産
税
は
｀
賤
業
別
に
こ
の
工
事
は
、
南
大
品
地
内
の

更
ら
に
児
童
手
当
、
交
通
追
児
手
「
地
域
社
会
の
開
発
」
こ
と
教
育
の
推
進
と
東
部
幼
稚
因
を
建
長
期
ピ
ジ
ョ
ン
の
上
に
立
っ
て
、
分
類
す
る
の
は
至
難
の
こ
と
で
通
学
追
路
で
、
八
軒
集
会
所
か
ら

当
、
一
歳
未
満
の
医
療
伐
無
料
化
し
は
都
市
計
画
区
域
の
指
定
に
伴
設
し
て
幼
稚
教
育
の
充
実
を
図
っ
前
向
の
姿
勢
で
行
政
水
準
の
向
上
あ
る
の
で
、
地
目
別
に
分
類
。
東
へ
千
五
百
四
十
六
ば
を
幅
旦
四

な
ど
児
窟
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
い
、
市
街
化
区
域
の
線
引
き
の
年
て
行
き
た
い
。
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
念
願
し
て
村
民
税
は
｛
収
入
の
多
い
業
種
＂
＂
に
改
良
す
る
も
の
で
、
現
在
エ

行
き
た
い
。
ま
た
、
人
口
の
一
割
で
あ
る
。
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
ま
た
、
商
工
振
興
に
つ
い
て
も
い
る
、
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。
に
よ
り
分
類
し
た
。
（
以
上
の
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
三
水
源
を
西
部
地
区
に
建
設

加
し
ま
し
た
。

卜£-` 
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もり 4也
ュ、3 .l. 3 硝

応ン一 一
二
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
開
か
れ
た
村
議
会
定
例
会
で
四
十
八
年
度
予
打
が
き
ま
り

四
月
一
日
か
ら
ス
ク
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
予
箕
額
は
一
般
会
計
が
四
阻
二
千
三
十
万
円
、

特
別
会
計
と
あ
わ
せ
る
と
六
但
一
千
六
百
九
十
八
万
円
に
達
し
ま
す
。
·

一
般
会
計
は
（
グ
ラ
フ
を
参
照
）
前
年
当
初
予
葬
よ
り
三
一
、
七
％
の
伸
び
で
、
一
但

百
十
八
万
円
ふ
え
、
有
史
以
来
の
大
型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

年
輝
四
饂
一
千
三
十
万
円
の
大
型
予
算

こ
と
し
の
予
算
を
み
る

予

特別会計予算総括表（単位千円）

会訂‘:z,J
式出予算が見項

比較
48 年戻 4'7年及

印り終保使 gg、!;()0 ?l', g)..0 ヽ 紗幻

肩婢故ヽと '1 、3ro / 3,? 7ー りLIO

,K 
収如り支広 /3,I炒 /1,”§ /A3S 

追
“”¢ キ 各和り支出 J立 7 ”.f f 7 

梢，もt るか oj土 ／f、ユ 7t- to．舛7

叢索来浙打， 1 砂77J..- ょ[f叶 /' ,_,_g 

に
臨
海
学
校
を
建
設
す
る
経
在
の
で
い
ま
す
。
こ

分
担
金
百
七
十
二
万
円
。
小
学
校
れ
に
対
し
て
、

費
千
四
百
七
十
七
万
円
は
、
公
仕
み
な
さ
ん
が
医

や
謂
理
人
の
給
料
な
ど
の
人
件
喪
者
に
か
か
っ
た

学
校
の
管
理
運
営
に
必
要
な
経
喪
と
き
の

教
育
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
医
僚
給
算

中
学
校
費
千
三
百
十
九
万
円
も
付
究
は

小
学
校
費
と
同
じ
よ
う
使
わ
れ
ま
一
人
当
予

り
一
万
計

す
。幼

稚
図
費
二
千
二
百
八
十
三
万

円
は
、
東
部
幼
稚
園
の
建
設
に
千
五
千
五
今
i

百
五
十

二
百
万
円
、
教
材
園
具
購
入
に
百
早
↑

四
円
、

十
一
万
円
な
ど
。
そ
の
ほ
か
社
会

教
育
の
振
興
に
二
百
八
十
万
円
、
一
世
帯

o
o

社
会
体
育
の
振
興
に
百
七
十
九
万
当
り
五

円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
八
千
四
百
七

+
l
l＿
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

広報
費． す円な旦％よ す要村おの
に六 ゜でとのツり千 ゜にづり歳と歳

哀よ総 召閃悶含喜言議 哀；了磨百合
で百 ·件やて十四 てにがつでつ

忌宍務 塁累醤盆房宍会 肩磨呵熔刃悶―
g骨 t雪目刃門闘 畏な哀夕ぽ般
］立費 菜昂g；ょ百費 覇孟皇： ：ム
で土 い七給は•前 しのよのやエミ
五木 ま万料議一年 ま概いと表

酋い 75 の 70 畠房嬰卒届屡靡悶翌食頁計
が晶賃舌悶点民皇円嘉云磨含図属畠哀［予

倉苫：告寄虐生［：；竺 9 匹i笞＇芝り算
と千千年無 1 れか四役文百てど‘こ一

奎誓且金料才 手墨丈畠雰予ぶ届醤合弓1ー一六支に未費 。庁百貝印七すわ課‘七
ふ万十給 満 舎七の刷万゜れ‘総％
え円七 の十給に円交る戸務ツ

g冒畠姦魯え肩＝ 旱裔骨点雷皐畠主店塁哀 府祥しの内訳⑭枚訊） 弗Bb紐403理に金組補主三千衛五‘‘と九オ僚なでのま ‘98 —-—-] 
に＝四合助な万二 万保児し十以をもす充す l囚定喀先元免 沐ず氏致免 対 賣
四百百＾にも円十 円育童よ八上無の゜実゜ fp6 r I.. J,.J/ぐ
百二七館五の＾ー な図手り万の料はをこ ・ な．＞消気

召］ら墾ら：予包生ま詈怠[: 9 貨i I 絃 {77ご舟f差老此 合合~~J li
虐円門g円塁苫悶費 ゜骨喜姦よ賃費雰g畠 心0/'杯f" /J9 岱 1譴
すしごツ医姿ツよ 1ー十にオ化円乳 い策 ．．兼辺和叫終14メ ，：沖38. ん＿／ア ー—そ9灰2．立
゜累みの掠強ふり 百＝百以に‘児るに を素沿ヽヽ· -. u,．炉
使大道村 十十も円 どのに稲推に万近水％年

ゎ幅路営土骨》ぱ三言商デ園摩店胄戸岱嬰；；合呈幹農
：増旦塁 含円冨乃卒 ゜信奇閏麿骨畠塁信；塁窟ば林

でエエ〇二 金‘請補‘空利千なー／、水＊
の 装 16 木す楊業％万工 に園負助う中子百も一十
卜 ‘戸 ゜誘のツ円 七芸防金ま散補五の万七路産；: 覧品費 覇 9 鱈業 召筐葦戸琺戻脅：塁吼姦業ま も設 に百主二 円な助万く助十牒親．、修費

五五な万 など金円り金五業排八前

前わ そはと百地・年 償代喪道賂二円幅万円費
年れ六臨東 れ‘ん二区七よ二 金に千路入千‘道に円はで
よる千 に常ど十消％り千 に＝百改に四村路伸＾前‘り金五海部教消備を四防シ四三消五百万良＝百営のび八年一
百の百学幼 防消占万組ふ百百 百七円工千万住舗て九よ但
九三三校稚 施防め円合え四九 万十‘事二円宅装い・り四

よ誓］も園予f 翌非哀立眉店円［阻ガ~ 塁う翠垢穴匡宍薮手豆李雪
万に万建を 使常る消金ま万万 ど円補う十宅戸良゜ジ七百
円あ円設建費わ備が防はす円磨費で‘修用七建のに ふ百七
ふたは 設 れ消‘l"lー・公 す物用地万設建六え七十
えり ‘ ま防この手館＝‘ ゜件砕買円用設千 ‘十八
て‘使 す‘れほ三林＿前 補石収‘地に万大七万

］：こ言I口：：
す。歪凸璽曇第水［日］［責[: :有
悶嬰奇且菜道 門十職国房回塁線
四収い‘ 五四員 越円用
千益ま前源ム、 百万の 金‘料をム＞
＝千す年を云 三円給百繰及ー云
百百゜よ新計 十‘料五入び部計
符卒＆設 脅面麿古倉よ改
な七四 な改人円百料修
七金蚕 ら二百十県蚕 す払二二千
百千繭歳の百二七連繭歳 曲 ゜利百十九蕊
五一の出補六十万よの入屁と 息八五百出
十百被は助十六円り掛は業 百十万七は
四九害農金七万‘受金度 五六円十第
万十股作十万円県け五作少し 十万‘万三
円四家物万円‘かる百物 九円原円水
な万へお円‘加ら保四おi芹 万‘水‘源
ど円支よ等ー入の険十よム＞ 円企及人の
で‘払びで般者補金九ぴ工ご 業び件新
す人う家す会賦助六万家三「 1｛債浄費設
゜件共畜゜計課金百 P3 畜 5 との水三に
費済‘ か金五九‘‘ で支費百四

公
債
費

九
百
五
十
万
円
は
、
村
が
長
期

に
わ
た
っ
て
、
国
な
ど
か
ら
借
り

た
金
を
か
え
す
費
用
で
す
。
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噂謬

覧戸峨湯

裏ポrーこ

表
彩
式
は
今
年
三
月
十
七
日
東
京
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
を
行
な
い
ま
し
近
況
な
ど
を
話
し
た
り
し
て
、
楽
庭
看
護
法
と
人
体
に
ぜ
ひ
必
要
な
割
引
き
の
受
け
ら
れ
る
不
幸
に
も
交
通
事
故
に
よ
っ
て
群
馬
梨
庁
県
民
課
内
財
団
法

に
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
た
。
し
く
料
理
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
栄
登
素
と
こ
れ
を
含
む
食
品
な
ら
扶
登
者
を
失
い
、
又
は
扶
疫
者
が
人
佐
藤
交
通
追
児
福
祉
話
金
軍
務
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春
の
交
通
安
全
運
動

昭和 48 年 4 月 10 日

かスのい：車へのた行西でにで日室‘をと

]←←1[J靡：iァし＼＼ II
、 くよ導意関間 に年九は 的を伯正方者さ時行

図ル 通！ ＄苫ば虐房巴屯百覧虚よ五閲もぼ、;t、 1ミ珂g農扁
隻↓ 教 I~ 盆は霊魯竺忍立忍：ぶ工よ忍ら交｀畠畠喜＄腐盟
のを 宝i動張行ににな指本まと似件村まい通Jレ安のでし故

土 iのつなよつっ導村す約者でですた事 1 全屈‘ての
；重ているとて旦で゜二を五発゜だ故Jレ思主歩大発

：は゜を全頭安めの 大お者事 を徹をろて運展すi ‘ なの指全各期 幅とと故 目底習めの転閥い
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広 報 め し‘ ゎ 第 139 号 (4) 

菫
点
目
標
「
子
ど
も
と
年
よ
り
の
交
通
安
全
の

確
保
」
と
「
飲
酒
運
転
等
の
追
放
」

｝刃／·
ーー、 一



よ
し
な
し
こ
と

ペ
ト
ナ
ム
戦
争
は
多
く
の
不
幸

を
も
た
ら
し
た
。
だ
が
、
こ
の
戦

争
は
銃
や
戦
車
や
爆
弾
を
い
く
ら

使
っ
た
と
こ
ろ
で
、
事
が
解
決
で

き
る
と
は
限
ら
な
い
事
実
を
明
ら

か
に
し
て
く
れ
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

い
か
な
る
国
で
あ
ろ
う
と
戦
争

を
問
座
解
決
の
手
段
と
し
て
行
な

う
こ
と
は
た
め
ら
わ
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
。
も
し
そ
う
と
す
れ
ば

ペ
ト
ナ
ム
戦
争
ほ
ど
世
界
人
類
の

平
和
の
た
め
に
貢
献
し
た
戦
争
は

な
い
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

第 1 4 0 号 村の人口

昭和48年 5 月 10 日 ー 5 月 1 日現在＿

発 行 所
世帯数 1947戸

人口総数 8858人

明和村役場 男 4392人

編集総務課 女 4466人

庶務管理係 (4 月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 14人 死亡 6 人

転入 53人 転出 42人

村
政
功
労
者
三
人
を
表
彰

0い
：□
[
い
日
・
汀
□

[
[
豆
呻
1
2
7
6
1
2
4
-
1
1
-
1
5
1
6
-
1
4
_
3
-
5
-
1
0
-
1
3
-
9
8

四□辻
り
に

一
＿
＿
―
閲
田
悦
彦
第
六
分
団
・
小
磯

出
員
胃
汀
叫
叫
疇
〗
疇
。
[
[
]
]
]
]
]
]
』

E
P
]
]
t
P
l
]

□言
｀]`

C
A
d
]

t
]
]
t
]

-
]
]
]
]
叩
叫
胃
。
い
叫
叩
｀
を
ナ
る
第
位
斗
合
田
麟
[
[
』
[
[
n
[
]
[

』
]
『
『
]
]
ぃ

]
“□ ]
]
訓
□[
J
i
l

u
”
]
'
]
]
]
]
]
]
]
[
P
l
]
]
[
[
[
5
5
C

』
]

r
]
r
:
]
/
/
]
]
]
]
]

『
]
[
親
]
]
:
]
]
木
/
]
]
]
:
]
[
]
]
生
め
]
]
]
物
残
[
;
島
地
投
口
〖
毎
[
]
]
:
]
]
料
]
]
]
]
B
I
i
[
]
/
]
]
斉
]
放
[
]
]
]
]
[
/
]

口
詞
印
[
』
]
』
閲
虚
量
冒
冒
＜
こ
[
-
―

-
1
2
3
:

『I
務

8i
]
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疇

6
5
c

〇
母
と
子
の
健
康
推
持
と
増
進
り
組
む
姿
勢
を
失
う
こ
と
で
あ
り
待
さ
れ
ま
す
。
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保育園の入所式l

(2) 

仲良くやつてゆけるかな．(/

三
義
人
の
碑

老
人
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
を

さ
れ
な
い
と
、
老
人
医
僚
哭
受

保
育
園
の
入
所
式
が
四
月
七
日
ど
の
保
育
園
の
係
目
紹
介
、
小
松
ら
何
ま
で
初
め
て
な
の
で
、
お
か
児
も
い
た
ほ
ど
、
で
も
、
保
母
さ
と
か
ら
、
正
し
い
交
通
J
V
I
J
V
を

給
者
証
の
交
付
の
対
象
か
ら
も

新
装
に
な
っ
た
保
育
園
で
行
な
わ
原
村
長
さ
ん
ら
三
人
の
来
笠
の
祝
あ
さ
ん
た
ち
は
、
自
分
の
こ
ど
も
ん
た
ち
の
う
ま
い
誘
導
で
だ
ん
だ
知
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ
た

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
品
合

れ
、
九
十
名
の
乳
幼
児
が
入
所
。
辞
が
あ
り
式
を
終
了
し
ま
し
た
。
が
入
っ
て
｀
み
ん
な
と
仲
良
＜
ゃ
ん
な
れ
、
通
い
帳
を
わ
た
す
と
き
も
の
で
す
。

老
人
医
療
費
を
受
け
る
賓
祐
が

父
兄
の
み
ま
も
る
中
、
石
村
園
長
保
育
回
は
初
め
て
四
月
に
ス
ク
っ
て
ゆ
け
る
か
な
な
ど
と
、
多
少
な
ど
、
名
前
を
呼
び
上
げ
る
と
、
四
月
六
日
の
教
室
で
は
、
田
島

あ
っ
て
も
七
月
以
降
医
僚
機
関
一

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
、
保
母
さ
ん
な
ー
ト
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
何
か
心
配
の
様
子
。
園
児
逹
も
い
ま
ま
ハ
イ
と
元
気
よ
く
返
事
を
し
て
元
と
南
大
島
の
老
人
ク
ラ
プ
只
が
受

m

今
年
の
一
月
か
ら
老
人
医
療
の
更
新
申
請
は
、
す
で
に
老
人
等
の
窓
口
で
現
金
を
支
払
わ
な
血

で
と
違
っ
て
、
仲
間
が
大
勢
な
の
気
よ
く
も
ら
っ
て
ゆ
く
協
児
も
大
講
。
交
通
事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
に
＂

血
費
支
給
制
度
が
発
足
七
て
い
ま
医
疾
費
受
給
者
証
を
受
け
て
い
い
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
血

ー
で
お
ち
つ
か
な
く
、
泣
き
だ
す
幽
勢
い
ま
し
た
。
つ
い
て
の
映
画
を
み
た
り
、
正
し
｀

"
す
。
こ
の
制
度
で
老
人
医
療
我
る
揚
合
に
、
本
人
ま
た
は
そ
の
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
血

い
交
通
J
V
I
ル
や
ど
う
し
た
ら
事
”

.
i
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
で
安
全
に
故
に
あ
わ
な
い
か
な
と
を
お
ま
わ
：
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
配
偶
者
、
も
し
く
は
扶
養
義
務
出
し
て
く
だ
さ
い
。

叩
る
方
は
、
す
べ
て
毎
年
五
月
一
者
の
昭
和
四
十
七
年
中
の
所
得
な
お
、
特
別
な
事
箔
が
あ
っ
血

り
さ
ん
か
ら
説
明
を
う
け
た
り
、
“

｀
幼
お
と
し
よ
り
の
交
通
安
全
教
室
実
際
に
田
島
の
交
差
点
（
写
真
）
の
血
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
状
況
な
ど
を
届
け
出
る
も
の
で
て
更
新
申
諮
書
を
提
出
す
る
こ
一

”
間
に
「
老
人
医
疫
費
受
給
者
証
こ
れ
に
よ
っ
て
今
年
の
七
月
一
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
役
i

交
通
信
号
機
を
利
用
し
て
、
横
断
”“

更
新
申
請
書
」
を
村
長
に
提
出
日
か
ら
来
年
の
六
月
三
十
日
ま
坦
に
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と
を
血

村
内
の
老
人
ク
ラ
プ
の
の
仕
方
自
転
車
で
の
右
折
の
仕
方
m

交
通
教
室
が
春
の
交
通
安
な
ど
を
熱
心
に
指
尊
を
受
け
て
い
一
し
、
老
人
医
僚
費
受
給
者
証
の
で
の
一
年
間
、
老
人
医
療
賓
支
お
す
す
め
し
ま
す
。

i
・
全
運
動
期
間
中
の
四
月
六
ま
し
た
皿
更
新
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
給
制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
“

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
今
月
の
納
税
[

村
田
佐
：
J
i
[
[
i
:
届
文

3 i・



よ
し
な
し
ご
と

自
由
経
済
の
旗
印
の
下
で
の
投

機
。
物
や
土
地
の
買
い
占
め
、
そ

の
た
め
の
価
格
の
高
騰
．
生
活
は

お
互
い
苦
し
く
な
る
一
方
で
あ
る

自
由
と
は
人
間
お
互
同
志
の
幸

福
の
基
盤
と
考
え
て
い
た
も
の
に

と
っ
て
は
、
理
解
し
納
得
し
か
ね

る
次
第
で
あ
る
。

自
由
に
は
元
来
、
秩
序
が
伴
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
秩
序
が
な

け
れ
ば
自
由
も
利
己
主
義
と
な
り

横
暴
化
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

自
由
を
其
の
自
由
た
ら
し
め
る
た

め
、
よ
り
よ
き
規
制
と
秩
序
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

第 1 4 1 号 村の人口
昭和48年 6 月 10 日 ー 6 月 1 日現在ー―

世帯数 1949/"i 
発行所 人口総数 8867人

明和村役場 男 4406人

編集総務課 女 4461人

庶務管理係 (5 月中の動き）

印刷所小林印刷所
出生 20人 死亡 6 人

転入 22人 転出 27人

投
票
日
七
月
十
九
日

七
月
二
十
八
日
、
任
期
満
了
に
の
仕
事
は
も
と
よ
り
、
製
政
、
炭

伴
う
村
の
農
業
委
員
会
委
旦
の
選
業
振
興
計
画
の
推
進
、
農
業
経
営

挙
は
、
七
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ
の
合
理
化
な
ど
、
殷
業
や
煤
業
者

ま
す
。
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
問
返
に

選
挙
の
日
程
は
、
六
月
一
一
日
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

選
挙
管
理
委
旦
会
を
開
き
、
次
の
を
解
決
す
る
た
め
、
混
業
に
つ
い

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
て
の
意
見
の
公
表
な
ど
、
炭
業
経

◆
立
候
補
の
説
明
会
六
月
＝
―
営
と
生
活
に
直
接
大
き
な
影
密
を

十
日
あ
た
え
る
箪
要
な
任
務
を
も
っ
て

◆
告
示
七
月
十
二
日
い
ま
す
。

◆
投
栗
日
七
月
十
九
日
農
業
委
員
に
は

こ
の
選
挙
は
、
明
日
の
炭
業
を

築
き
あ
げ
｀
煤
業
経
営
の
発
展
に
こ
ん
な
人
を
選
ぼ
う

つ
な
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
こ
の
た
び
選
挙
さ
れ
る
十
五
人

農
業
委
目
会
は
、
現
在
の
き
び
の
混
業
委
旦
は
、
こ
れ
か
ら
一
二
年

し
い
煤
業
情
勢
に
対
処
し
た
屎
業
問
、
真
の
代
表
と
し
て
、
公
平
な

構
造
改
善
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
も
ち
、
農
民
の
心
を
心
と

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
て
、
広
い
立
坦
で
ま
ち
が
い
の

ま
た
、
股
業
委
員
会
は
日
常
の
な
い
行
動
を
す
る
立
派
な
人
を
選

相
談
活
動
を
通
じ
て
、
製
地
関
係
び
ま
し
ょ
う
。

土
地
で
、
地
域
の
秩
序
あ
る
整
備
た
め
に
借
入
す
る
資
金
融
賓
に
対
指
名
競
争
入
札
を
五
月
十
八
日
ま
し
た
。
ま
た
、
町
村
合
併
促
進
で
没
水
す
る
よ
う
な
事
故
が
三
回

を
図
る
た
め
に
必
要
な
土
地
の
取
す
る
損
失
補
釘
の
限
度
額
を
一
―
―
は
に
行
な
っ
た
結
果
、
荒
井
建
設
憫
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
い
ち
は
や
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

符
、
管
理
及
び
処
分
円
と
し
、
こ
れ
を
村
が
補
釘
す
る
に
千
百
万
円
で
落
札
し
、
請
負
契
く
町
村
合
併
論
を
打
ち
だ
し
当
時
不
衛
生
で
あ
り
｀
ま
た
他
人
に
大

④
国
、
地
方
公
共
団
体
、
そ
の
も
の
で
す
。
約
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
の
梅
島
村
・
佐
貫
村
と
の
三
村
合
変
な
迷
惑
を
か
け
る
ゴ
ミ
の
投
げ

他
公
共
的
団
体
の
委
託
に
基
づ
き

0
村
立
東
幼
稚
固
新
築
工
事
請
負
同
意
を
え
ま
し
た
。
併
促
進
に
努
力
し
、
今
日
の
明
和
入
れ
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
お
願

土
地
の
取
得
｀
あ
っ
せ
ん
、
調
査
契
約
に
つ
い
て
村
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
。
い
し
ま
す
。

測
位
等
。
一
方
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
か

役
目
は
次
の
と
お
り
き
ま
り
ま
勲
五
等
旭
日
章
を
授
与
ら
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
選
季
節
の
話
題

し
た
。
（
敬
称
略
）
ば
れ
、
以
来
十
一
二
年
九
カ
月
間
、

（
理
事
長
）
小
松
原
誠
司
（
副
理
故
薗
部
孝
．
―
―
―
さ
ん
明
る
い
正
し
い
選
挙
の
推
進
に
努
夏
と
い
う
の
は
、
立
夏
（
五
月

公
共
事
業
を
促
進
し
、
快
適
な
は
か
る
も
の
で
す
。
こ
の
公
社
の
主
な
業
務
は
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
五
月
二
十
一
日
に
第
一
回
の
理
①
公
有
地
拡
大
推
進
法
に
基
づ
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発
展
に
尽
さ
れ
た
ご
功
組
に
よ
り
今
年
も
田
に
水
を
引
く
季
節
に
意
に
よ
り
水
路
で
尊
い
命
を
な
く

年
九
月
一
日
施
行
）
に
よ
り
そ
の
住
民
税
の
税
率
を
緩
和
げ
と
税
門
の
緩
和
、
個
人
事
業
税
ー

取
得
を
や
り
易
い
よ
う
に
措
股
し
の
事
業
主
控
除
の
引
上
げ
、
そ
の
在
し
の
決
算
月
、
こ
の
へ
ん
で
生

勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
、
旭
日
章
を
な
り
、
邑
楽
用
水
路
に
は
一
杯
水
す
人
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今

た
わ
け
で
す
。
第
三
回
定
例
村
議
会
ほ
か
旧
気
ガ
ス
税
に
つ
い
て
の
免
活
全
般
に
つ
い
て
の
反
省
を
し
て

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
路
は
年
も
と
う
と
う
事
故
第
一
号
が
発

五
月
十
四
日
に
「
明
和
村
土
地
税
点
を
引
上
げ
た
も
の
な
ど
で
す
み
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

故
凶
部
さ
ん
は
、
多
く
の
公
職
流
れ
が
速
く
、
深
さ
も
か
な
り
あ
生
し
ま
し
た
。

開
発
公
社
」
が
成
立
い
た
し
ま
し
第
三
回
定
例
村
議
会
が
五
月
―
―
し
た
。
そ
の
ほ
か
村
長
が
専
決
処
0
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
お
正
月
の
休
み
に
、
こ
た
つ
に

に
つ
き
、
か
ず
か
ず
の
ご
功
組
を
る
の
で
落
ち
た
ら
大
変
に
危
険
で
五
月
九
日
の
夕
方
、
邑
楽
用
水

た
。
こ
の
公
社
は
明
和
村
の
分
身
十
一
＝
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
承
認
を
え
部
改
正
は
い
っ
て
考
え
た
こ
と
、
暖
く
な

の
こ
し
ま
し
た
。
す
。
警
察
を
始
め
地
元
の
方
々
や
路
で
板
倉
町
の
三
オ
の
幼
児
が
魚

（
村
か
ら
の
出
賓
金
五
百
万
円
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。
た
の
と
、
一
般
質
問
が
十
件
あ
り
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
る
ま
で
に
は
片
づ
け
て
お
こ
う
と

特
に
、
昭
和
二
十
―
―
一
年
四
月
、
公
団
識
貝
の
水
難
事
故
防
止
に
対
取
り
中
、
あ
や
ま
っ
て
転
落
し
亡

で
、
特
別
法
人
と
し
て
、
民
間
賓
提
出
さ
れ
た
諮
案
は
、
村
税
条
そ
れ
ぞ
れ
村
長
が
答
弁
を
し
ま
し
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
‘
計
画
し
た
こ
と
な
ど
。
桜
が
散
っ

千
江
田
村
長
に
選
ば
れ
、
以
来
八
す
る
努
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
注
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
ど

金
の
氾
入
に
よ
っ
て
公
有
地
を
確
例
の
一
部
改
正
な
ど
六
讃
案
が
審
た
。
低
所
得
者
図
に
対
す
る
税
負
担
の
て
パ
ラ
や
ジ
ャ
ク
ヤ
ク
が
咲
き
だ

保
し
、
地
域
の
秩
序
あ
る
整
備
を
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
主
な
識
案
の
内
容
は
次
の
と
お
緩
和
を
図
る
た
め
の
減
額
基
準
額
白
区
く
か

5
る
吋
い
者
逗
も
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
特
し
た
こ
の
ご
ろ
ぐ
あ
の
と
き
立
て

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
水
路
に
は

り
で
す
。
が
被
保
険
者
一
人
当
り
九
万
円
か
た
プ
ラ
ン
は
、
い
ま
ど
う
な
っ
て

農
業
委
員
選
挙

0
村
税
条
例
の
一
部
改
正
ら
十
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
絶
対
に
立
入
ら
せ
ぬ
こ
と
は
も
ち
い
る
か
。
夏
草
は
放
っ
て
お
い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
っ

0
士
地
開
発
公
社
の
借
入
百
金
融
延
べ
千
七
百
九
十
八2ぃ
舗
装
ろ
ん
の
こ
と
、
水
路
に
は
む
や
み
も
生
い
繁
り
ま
す
。

に
近
寄
ら
せ
ぬ
よ
う
お
気
を
つ
け

て
、
村
税
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
賓
に
対
す
る
損
失
補
償
に
つ
い
て
．
季
節
は
毎
年
、
間
違
い
な
く
回

士
辿
開
発
公
社
が
平
業
実
施
の
こ
ん
ど
村
道
が
延
ぺ
千
七
百
九
十
八
メ
ー
ト
ル
舗
装
に
な
り
ま
す
っ
て
き
ま
す
。

〔
水
路
内
に
は
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
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目
が
、
こ
の
工
事
の
競
争
入
札
が
五
お
勁
め
の
方
に
と
っ
て
は
、
う

月
十
六
日
、
指
名
業
者
六
社
に
よ
れ
し
い
ポ
ー
ナ
ス
月
で
す
が
、
う

一
昨
年
は
邑
楽
用
水
路
で
、
こ

＇
児
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
何
に
使
っ

』
一
冨
叫
叫
叫
汀
[
`
`
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]
よ
い

そ
分
。
そ
れ
に
新
里
地
内
の
産
業
道
建
設
計
画
を
立
て
て
か
ら
封
を
切
り
ま

し
路
の
未
舗
装
部
分
の
延
ぺ
五
百
九
東
幼
稚
団
が
東
小
学
校
校
庭
の
し
ょ
う
。
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入所してから 2 カ月

明
和
村
士
地
開
発
公
社
発
足

ぅ 1%,
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吉も狸かが芭 水→さよ人芭 の様
日場なら‘蕉さ書ではり達蕉こ塚境矢 父
を所もは団のてに根高建＾のの＾内島 母
選‘の‘墓墳‘よ府さ立生句塚写に逼 しの

含互品黛；房羹自翡；ぇg昇ば巴豆悶 g 
設簑視のなよ塚でを五たなん明がの四 に立者さ切くうとあ材 0 もしだ治あ俳ー 恋 ピ： 化 9.. 
k 畠れ包厨；り互 E ？塁こは旱さ屑る昂し 財 I 'L /̀i 
句び建次偕こと 小横‘余部三 尾地の

雰畠倍益盆乏閃 塁芸会を喜店 稟盃声 石E す~ IEE•―`•こ～～；「｀―
そ基は群のるわあ〇 で高の紀て芭作四 事 ‘ヽヽヽ わl , 
品魯元器磨かだ全閾塁斎盆品迂ね塁哀ん蓋： ぁ ' ー' :き年長：℃―-王. ~疇,.,一` -
は‘三にもそいい位のし喪退奥゜いい四はる る [ 

し｀腐哀品屡晶 9 5 五；；江｀゜塚 記 I 
はる風頂道らか号俳戸
‘゜はね等しのも人時 S 達の火で消口火初 でなすのとに正術 な見学係事
全 死たい紀俳宗で代 目をのし‘火パ器に指すわね向取対し指こわ守生者業
国 後゜く行号房幼＾ （第 3 回） 旨婦消や家方ンに家迅゜れら上扱すい辺のれる‘多所

呈人火す庭法ガよ庭は たいをいる消会消ま中ー数‘
一 日世ぴ更も桃を六 ＇達のいでなスる用‘ もで目技知火は火しで般が婦
四 ま最も科っ青金四 巨が指も出どのプ消最 の行ざ術識器‘技た行見参人

重の型沼こ暉元碑 く舎のけたぜに日目中ギ生回 〇しれよ切一害
なでの田れ野年にい人俳遣風かこ芭本［旬では発ア てのうな世虫六

屠着言胃叫喜｀］］］］り話てどね事開ね生技方子時習身等象ど て園五井 は旬旬す 終はた卵葉 ，）だ消ワはる救導加 い
し‘もき務校ら活能法と間はがはとも家行で月マ家 葉ごにる第りサ幼をの 力‘ 秦長 まな火状‘ケ急をしつま
も＇ぢ含蕊悶百悶畠言臼名塁篇見叉とい｛名塁よどg 家 図；わ名后手；号隻翌 ら を と負さ・菜悶叉・悶合て[K 
りい見代中は行上にし健習十いて‘つ育れ十日の育 粁育 尻旦 らでしぐ代゜とすつ三 ゜学すを自の出‘危‘°‘ろたっ西‘なとつい全を回ま学進母学ま名‘開学 神 に食幼産も な゜け 守 者が放動救動最険村
;mm昌叩叫mmE 生教塁門塵門はそ卦令げろ 忍、訂累翌ロロ
生度反つ教にる性神‘のい十学自待対子゜し稚が学 育 つまな｀に 第中の五

］］畠；［置Ii! 1 liiii 1llli11讐ii;]言i
手組す動両火和の業
か合ばし火災分消所

取：）悶／口展:/9:月3

(2) 

消
火
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い
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t臨哀念棗裔悶息塁塁全き摩且男魯米ょ三＝＝ 第 1 4 2 号·

］［靖塁請］註！汀籍ぎ言「；三::;/{ii::/\:/::iし：i:／ ：否所8年□言：
村の人口

―7 月 1 日現在—
世帯数 1957戸

人口総数 8880人

男 4410人

女 4470人

(6 月中の動き）

出生 11人 死亡 7 人

転入 23人 転出 14人

［］］］］［言 ]::::[9------------ ------···…·ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 墳合；仙とで明 絵な稲委のここ総眼‘の録体

．釘扶登．．．．藍．．険．．餌．．n"----l--1_?..-"---- 闘五信盃だ 上 全 田元し主治 画う別嘱人のと合と昭計をの
＇配偶者のいない世帯の一人 赳に’信てな時 ‘もごし達調に調村和画整よ

目の扶妥控除額 12,, 114,, I :;;所つ年 げ 臣 ぁ·ヽ｀画代鈴彫のとてを査な査の四作備う

4嘉塁生誓塁嘉‘老年者、勁祠，，五―],--―息臨閲着 な 日 拿委闘家喜森劾I~ 晶文悶且：羹翡［唸よ茎
..... .......................................------;--·に三の老 ど 圭 士：守応彫の男 °査化委‘し施に年賓後知
特別悴害者控除額 12" I 1 ◄ " 拡万非年 母 獄；信瑞刻も を財且左たすよ度料のる
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．｀巨

5 ．老人扶蓑控除額（70オ以.t) | 1よ し 14,9 4 日1l1i ⑤のな長習けぺ ④追 ③ ②草琳探
か人年 表上を職 大吾子お民と‘も‘れてこ有物石五石棠建雲‘信

表 2 らに一こ三げ軽所分し彗算祭俗しマち生ぱがの形 ‘1醤輪造塔曲‘谷守

鱈勝準額（改正前）課税標準額壁正毯）税率霜姦互畠塁な、苧閂雪だ息念昴霜て；；．云庸哀茎翌器行巌玉腐胄物温斎政
40 円以下の金額 30行デ以下の：：金額□了： [ ［且〖息 11, 〖；ム〗 9 汁圧息“`品直 ` 
10 " I ao " 14,, す退に昭なの控民っ 口謡道和船の＾アー現の矢な造塔森な藤飾華信.........................-----------........................... ゜戟退和わ引除税て 雙‘具田‘特みン信在生品ど民‘尻ど竪北山‘

___ ! __ 0_~--------" ー・----_!___ l._0 ________,, _____.! ___ 5 ___,ー［そ手臓四れ下額のい 己神な 漁殊のド仰よ活源 間宝歪 方斉‘尾
--.I..5..q___ _,, ______ _L__1__5 __ Q ______,, ___ _1_ __ 6....,'-ーーの当し十たげを課る 目楽ど実具な‘ン‘りの一 信塔作 雄 田形

以 下 略 た等た八°が引税退 届 ‘等もさ‘食古す郎仰‘ 崎光

三Hm11111 lllrl!!!lh; I !i!?lliiim: （ 1) 措に十を五軽い！ 仁焚巴二g,と靡f会は犯よ篇哀ぬ：を るげ、馨g農差手髯且ぢこ砦置
；見悶 9 竺 9 置： ；胄閃畏匿塁品苔』箇； ` : 0 :桓召門 l it蕊息； 9 隈豆；苫す：し、 。覆筐摂王虐蓋怠［茎農羅
十所用す分十＿の税のて住ず変おこかを住の 七げ円前呂の反の考‘な迎会あそる 員が家うそ査部すな‘
八有地るの年分ー標仇い宅る緩よとら講宅固資 を‘＾八呈で社欠えそゼ動をわれ運ろ 会あでおのす落がこ温
茎＄蒻： ；；ぽ竺晶儡儡虐塁：闘晶t犀足儡着産 に攀四 8 置刃魯應g ［塁亨言辻百動 ぅ 2 晶忍門翌を畠口合泉田
に地のと額らのをが整地ととた十‘価がに産 引に‘円自同な生まは犯゜こ犯の 連し財しはと社査調地口

；〗｀見羹砒りj[ i゜；と西直圏璽息： ：税 !~§云［誌と総〗ど！ ；究憶 竺忘§完會各＜寺祭苔認塁
ら判減得担 2 鳳のま氷造 ろ りとよの更た彼も況なす協ずれ各責に
れ定額水を低 げ万負に＾屋五 昌教た年さこ い犯まをくで生からあ境けが力のて自め住
拡基を迅緩額国た円担つ前に万士分年額継は昭 三四差現は弓育‘にんの 欝tろ罪す忘すあのいをるのれ‘的ういがるむ
大雄行以和所民 ゜＾をい五か円地の度に紐現和個分十額行評蒻に辿わ仝ほ のの゜れるり効心理こ罪ばこなちる自わわ
さとな下す得 前考て万か＾に一の基し行四人の九の制価言貢方たハど 3i機予 て大‘果を解ともなれ方にた分けれ
れなつのる者健 三慮は円る前かの税づ‘の十所一年三区額里献自り月南 ー等関防 は切社がもしにあらは向考めのにわ
たるて納た約康 十し I」ヽツ免八か額額く四兵八有の度分 1- 1し目し治教七大 かに なな会現っ‘思りなおにえか生はれ
°金い税めは保 万‘規に税万るをと税十担年の額はのよ括圭たの育日局 故翡甘当つ ら方をわて保い‘い互向方‘活参が
隈象喜二芽険 包嚢扉叶皇包嚢醤皇門盆羹唇腐畠嚢云姦可＇盈云竺喜盆 公こ宜： ；塁 哀磨嬰な乏皐食蓼： ［忍‘苓嬰垢i：冑
引‘対定る税 に点菜却八に点す額四は措つ等額差額額税翌にとしツ本 ェこいは のあくく‘るたので反て活ずみせだ
上こしの税 弓 I を者賓万‘をるの十評附いはす額をと額月よしては沢 早ま‘ でる住る本あし貰す省いが知追んけ
げの‘所位 上百の産円家十゜二八価をて‘るの

］［［！と 1`:［［青覧団iBiと~i:；詞［言言l
凧四言［言言詞詞叫員彎叫胃

か
く
れ
た
文
化
財
を
世
に

3 1 3 



ツ
'

開
設
に
あ
た
っ
て
田
口
先
生
は
も
、
引
続
き
水
を
張
っ
た
ま
ま
に
ま
た
、
後
期
の
水
田
雑
草
を
ぉ
―
-
.
"
月
"
"
i
"
"

... ~~"" 

..... ""
g

I
I
l

月

1
1
"
“
”
5
5
1
1
"
I
l
l
"
"
3

「
棒
振
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
竹
し
て
お
き
ま
す
と
、
土
壌
中
の
酸
さ
え
る
た
め
に
、
穂
の
出
る
三
十
-
i
距
冗
準
千
百
条
期
学
ク
価
｝
告
只
金
が
き
ま
る

0
戸
躇
記
載
事
項
証
明
一
枚
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刀
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中
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―
つ
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作
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し
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．
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稲
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有
害
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ガ
五
日
前
ご
ろ
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無
効
分
け
つ
の
時
叫
つ
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七
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（
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i

み
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そ
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ス
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生
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根
ぐ
さ
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お
こ
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に
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閲
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一
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出
煤
菜
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一
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共
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g
日
に
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な
わ
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昭
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四
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六
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一
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か
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六
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受
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上
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生
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し
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た
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稲
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散
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生
i
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度
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ま
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用
い
た
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に
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い
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ま
し
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い
ろ
と
悪
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与
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ま
す
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え
る
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葉
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雑
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防
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よ
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上
か
ら
し
た
が
っ
て
、
有
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つ
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し
ょ
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金
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そ
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枚
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一
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る助そ省う なみいりが ス石→

][]]iili:t!9＝＝―:]:;/:i{)\\：／：：：し：i;／ ；：乞t言：！
村の人口

—ー 8 月 1 日現在ー一

世帯数 1965戸

人口総数 8895人
男 4421人
女 4474人

(7 月中の動き）

出生 11人 死亡 2 人
転入 26人 転出 20人

各
常
任
委
員
会
委
員
も
改
選

議
長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん
再
選

大輪 190 7,715,100 184 7,681,660 6 33,440 996 

入ヶ谷 27 991,440 27 991,440 1000 

矢島 1" 5,207,940 129 5,207,940 

大佐打 108 3,884,950 106 3,866,880 2 18,070 995 

計 1,768 72,139,620 1,752 71,996,620 16 143,000 998 

備考
村（県）民税（特別徴収分を除く）固定責産税・軽自動

車税・国民健康保険税の現年度分

鈴
木
好
男
さ
ん

｀躙冑［言］］［］［］臨厨9 委 誠略ら経 委郎郎任男蓮任郎 生安〇任

目に幸起たがい 畠悶塁果g二胃翡
選＾ 田 新◎蓮石尾奈fJヽ◎でご者 す長 坂篠IJヽ多奈柿小荒消且列納前納に干
任以 61 口江井戻見崎花良松村すと‘こ°のこ上木川田良沼平川水 9 席税十表‘お今
さJ:オ政口初協幸武時丑原；；；゜に五れ 選の喜消藤栄原源喜一幸；を組時彰昭く年
れ七 男 太が蔵芳夫松誠会 推人は 任ほ太ー作作芳喜章郎夫且得合よ式和れは

推 ん内議 よに中大川斗千下新上矢 5 お及役‘十し般た‘ 和千ん入川大田南せ すと会 る農佐合津江 江 目こび場七七たの T 4こ目条意す新じと会
゜八 股江すケ 大ん る農が 委業谷貫俣田井黒里県島iな来会月年が都 ー 勺三目例をる里たに委
ッ月 協 田る谷俣輪品品す 理菜推 員委

る 事協せ か員現現現元新新新新現；れの室十の年に
日 協 69 65 57 60 69 者各同んおに

一組す りは 59 57 57 59 58 55 45 57 55 完々

言言II]』`d冒［］詞星言：昭和47年度納税組合別村税徴収成績 で 9 す府 との度産は限I!!!五十 にな

誠豆； §眉：石塁王茎：立ど否綱 納蜘！顎定顛 収入済額 収入未済額収入茎云 1 塁息詈芝厨： ；茎ヽ 9 磁：．摂：喜
守な地か協‘゜出のそすの定事き 合名人貝税 額人貝税 額人貝税 頷歩合のは目に強こ 財た自とと堅定ラ主陳を

るれ用契を地 す規面 容エはま 斗合田 79心， 163,000" 79A 3,163,000円人 円 100象般々言りなを 投‘化こ苔しる当内が出
のの［ま意採 融農せれ制‘こり容あす

とな申をい買 こにが 審設議る 下江黒 69 3,443,960 69 3,443,960 ・ 方生言し見択 資棠ず以度米とーはりる
々活！た害し を・食上のの②手‘まよ

上江黒 10113,839,270 110113,839,'I!/0 I I I • のの言゜をて 行煤園の確買食百①しう

りせ承よ承の なまク 指準必 干津井 116 4,866,800 116 4,866,800 " 理一弓 提‘ う村自展立入粗八米た議
で こ＇目 せをと民念紅れ、んをに

島原津斗す完協標村め延な税にをずのおよ
；，識次で期推に少推青す用にし上備あ田島 101 5,019,100 101 5,019,100 " 井合゜納力に．税て 1よりにおお‘ーさり
推の群と進活年進少 ゜紙おいとがる南大島 218 8,067,500 216 8,046,910 2 20,590 99.7 川 田 々を頑収もす十つもさ百部めま

俣江 税願張納のこ五いいめパのてし
員を県りのさ健員年 同きとるか発新里 135 5,322,730 129 5,251,830 6 70,900 98.7 口下 組いつ率救と年てまる l 方はて

須 江 合まて百いが連はすこセ々お‘
坂蓮喝事新期て育委成 にだ‘けれ住中谷 69 2,956,010 69 2,956,010 100.0 賀田黒 はすおパで出続‘゜とンのり毎

品 次゜り 1 す来と今たが卜.協ま年
長ーれ明に六ると嘱補 意い揚あ住ょ梅原 w J s,m,360 Jw Js,774,36oJ I I • 入 上 の まセ゜ま又年だでの力す良

てな画ま福現JII 俣 84 I 3,929,sso I 84 I 3,929,sso. I I 1,  
り でを °録納村残成らほ紹

す。百怠ば了至閲音？ご目罰畠修放

に事替替十本まこのをひで
はなええ回部りの龍四かは女合 の
成で外線増骰し事商八‘来ま ー—
のす線路設関たが専十施年 る 部

てさはまか歴‘てす思ををげく れん

しさなだ知親で十な‘忘そ年記たは 戦 節i °委日
ょいいかった歩五気決れの前念戦‘
うお平らたちん日持して前の日没太記 ーの 会で云
°子和こ歴やででがてし後こで者平さのそ史私きす入忘まののすに洋念 翫『 員鈴委
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、
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校
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い
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しなの珍大応 対子分グ部 淵十小 l ―．一 .— -事る経百扱災
たこ・熊プ人援試抗かけ 1レ地試さ二学／レ恒 故゜済万っ宙役°ゃ習レ顔に合でソて 1 図合れチ校大例 少）， を加状円てか扮
試かを 1 まきに行フ‘プ‘はま l と会の `` 1ili入況にいらで合なくもけてはわ卜男へ中 A しム西が少 勺三： L 伯がにつま守は
g：宕百昇［忍全f孟靡謡；；竺嘉盆莉昇 野；： 一 図靡麿さ冗虐：
悶ほ祠が［よ虞tご〗嬰巳； と塁予豆 円： ：―七 ・［ 含ご盃骨悶且含
次り揮日 1 観達°部‘ツと＾ 熱会七‘ノ ; I 有す入とが物ん
のまし頃や戦が 落女に B 西 戦勘日フニ： 、）＇ :'tl7 1': ー 利べが安―・共の

がに‘ト ii -- ¥V I ｷ-. なてでい日済家
1 展二東ポ十フ l I_~ ... • - ~ 』 保のき‘＾をを
:—◎と二 f l cl/1...".・→ →ヽ 新ジ加財険
酎盆g ；·ぢチ トミi ―、 r-9. 4L ; K ; ［で息互
の：雄＾ 1レで 1 ホ土 +.¢ , ‘家迎しま守゜
ソi低男 1 す 家がえたしるあ
フ！勝子プ。 ム l ; •を建‘ちょたな
ト： ッ , 建てあのうめた
ポ！矢ー 参］レ l 物えん火・しなも災しは ほ百かもか当平てらち村゜にの
- 1 ：品 加大i共てな災．＜ど当宙て保あと万かのらり方るれらも 建た

ル！ 優 と済役との：思は然はい険なん円り建十十ばとてこ住 物い
ヮ勝 ムfへ場き惨；いば°なまにたどの四設七三つ三いち宅 共せ

云 I のに状：まか保くす加ので家／四万万坪•まらラ 済つ
フ中 建備こ：すら険てか入家すが五が円円シ三すでソ にな

ニー今に推且一年 ^ • : も気現なり？る 共てもによ役害な大し
‘ ‘年行進会日も肯 田フ局野 B 新卜了しあだそ状こで のど 建斑‘れ加り垢かつ切か

を交青身自のわ会‘ま七少 品卜‘球グ里ボ：かるとれでと‘ガかう 匡3 物 IC 安な入九でらたなし
防通少を然推れ議警で月年 裏［ 、ポ準＾ IV‘l ！しわいがすはなン？し 自共加くく促月はあら財‘
止事年整に進ま王察‘十を 浬 l 優男 l 準 Iレg‘けわ‘°わにに て の済入て万進上‘な大産万
し故のお親目す叫本群五守 C) 優 Iレ勝子プ優＾二そでれガ か一つカーー のし有ーを旬本た変を一
よ‘非うし標゜の部馬日る 圭三 勝＾ ツ 勝女手うするン つついンガ 掛ま利の行に年ので一‘うそ行゜みは も‘県か夏 目 女千ー 子 I い゜殿は てとてをン 負足金しな災いか度家す瞬災
〇§』 嬰 怠翌は貧砿翡 虞巴靡塁 岱：：：： ゑ 資予 :; ; Iノ；一詈； 団ご；骨t完旦科詈；賢悶
事事な 一育育三が健 優＾ 低．で 由い の定ば法生う検品建な笹ー末たのにき
故故心 斉成委十今 勝‘ノ田 勝 ーで病 が的かはすしナ吾入金物え戸斉日め災失て
で運し的係るさ年 写全 今検 しけしヒぁ持よ でそかとおもりつ 必ン • ◎必合◎すの
す。嬰届品胃詞t腐琴う健 予『 t言を変品；怠虐韮哀闊万；含；ん 9手存ま を晶関災安馨漿右品衝飛火災え雰竺安°翡
展域力団びいら及 全成 次実でらを゜いけ手わはは切す決見゜は し 合円災の 害記合突行災災なもん申 の開ぐし体伸生貰び な の施村なちしたにがれ‘退り°定 1 つそっ 共ま共範 ‘の共‘機‘共災のか込 種
·しるて‘び活任夏 社運 日しでいぢかく→正るあ治と早的こけれきょ 済で済囲 雪火済労の落済害は役は 類
よみ‘県と設を休 畠動 程てはとめしなひ体こなでつくなれるはり > は は 害災 働つ雷 に印場‘ は
うの家民す計もみ にお毎思てそいよ不とたきて発致がこどしつ — — ‘共 争い‘ 支鑑共部 表
と健庭ーごをつ中 境 より年いいれのっ明をはまし見命ガとんた 棟 棟 そ済 雖落爆払だ済落 の
す全を般す立てに を りま胃まるはがとの恐力＇すまで但ンでなこ に に ーの．の 騒‘発 わけ課の と
る育中がよて夏‘つ 実すのすこそ人し魔れン、°うきにのす力＇と つ つ 他ほ じ車‘れでで 1災お
も成心栢う‘に青 く 施が巣゜とれ情た手るでこれな均°ンが き き 自か．ょ両破るすす事り
ののと極関明ふ少ろ い‘団にだでらで気すとばる合手であ ニ ー 然‘ うの裂か゜゜組で

冒言受i王］言］［［Ii~胃喜［：／］：三三］ごよ／ニニ：二
尺図□三：
冑；喜：涼：］［；：］堀：］I決／／］／／：／：：：口：現；：：：；：：目］：3 
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村の人口

ー9 月 1 日現在—

世帯数 1971戸

人口総数 8922 人

男 4428人

女 4494人

(8 月中の動き）

出生 13人 死亡 5 人
転入 34 人 転出 15 人

最
高
齢
者
は
落
合
ち
う
さ
ん
(
9
8
オ
）

］言言冒戸：：；6＼べ石；言］｀

言］：：］口：］：：］［；出:::]]]][]::]:[]]叫
ぺた歩んて名は二 とすは甘で万九月すでで 表にしオ助゜一
めしで行い六月 で゜ーい三通十十゜はは しつ‘以役 府

:it).t{!!'iii]l!'!i9ぽ詈警！き畠塁： 虐蘊！1星す1喜曇II'き合筐言
当げ支 し支継十本給支 士す 金と得和て得 ●支はれ会
する給今ーは給銃年年付戟給戦 地が特淫＾ をにし四い＾と 栗新青小篠大村小中石村小野高峯落九給‘なまか
る改対回‘次さしの‘金没金没 な‘別摂窪長計区た十な五き 原井山林木野田松村崎田林本田崎合十しあおすら
か正象の支のれて釘七支者が者塁［ど収控 l1 藩期打分も四か年 米 原厳 ひ勝 オまと‘°そ
た要と改給かる増速月給等支等 を用除淫速譲ししの年っ以 まなやむ太文新佐三たかきし太スち以すで七 れ
で件な正のたこ額が＝法の給の 1: 譲対額蓋寧渡ま異を一た下の さついめ郎吉助源郎つんちゃ郎工う上゜敬十 ぞ
すのるに対がとの終十の社さ妥一渡象は 1 所すな譲月もの 次 の老五れ゜いのよ象受と特わ四ーにれに 継 し事醤 芯得゜つ渡ーの期税 南江下千大矢大南下矢大梅大江千須方 年オ 記
ずはりとけな別っ日部対ま継 た業通浬のたし日 ‘m15； 大 江津佐 大江 津＾金以念
れ‘‘ならり給た公改すす続 揚の百 溶場 方た以まし 島口黒井貫島輪島黒島輪原輪口井四敬 三上 品
に次本るれ‘付者布正る°の紗t合た万弼合法場後たか 称千のが
もに年かまこ金にさが特 特 のめ円 ・ー で合にはも 90 90 90 90 91 91 91 92 93 93 94 94 95 96 97 98 雙 円方 贈
該あ度たすとが‘れ‘別 別朱与 ＝にで X 税ッ取昭っ オオオオオオオオオオオオオオオオ をに ら
受失等死で昭けだ的公号 五 四三ニ 一培で （口）（イ）金金 す年税合建千
けなっの亡の和るし年的②国① 月lj ば会方すが‘れ同坪平居‘‘五‘で備必‘ 改は住 マ 額額次 ゜に率の物万
るおて当な 111!四権‘金扶昭侶前 保には゜あ申ま居ツ方し六同倍収もが要自新築皆宅 イ譲譲とのの短 譲は千や円
権‘い該どに十利前を助和←回 経合 証若‘保る込す割以メ‘十居以入かでと分築の様金 渡渡なう二期 渡‘七そや
利前な年に‘八を回受料四での を干公証保人゜培上 1 住五家上月まきしでのおの融 所所りちつ譲 し昭百の‘
を回い金よ国年取のけ‘十受特 付 引の庫人証と しあ卜宅オ族あ額いてて住場手マ公 ホ1'i!褐まどの渡 た和万敷自
‘のこをり籍三褐特て遺八け別 受保住が人同 のる IV の以がるがまいおむ合伝イ庫 1 をのすち方所 勘四円地分
時特と受‘喪月し別い族年て給 金 け証宅みが等 融坦＾床上いこ当せるりた いホ＾住 ほ四゜ら法得 合十等をが
効別゜け公失三た給る年四い付 て料融あー以 資合約面のると初ん方｀め を 1 政宅 ムか 0 かでの は七が譲住
に給 る務‘十日付こ金月る金 くを賓た名上 がは二額老こ゜釘゜゜土の しム府 の％ 高計場 一‘あ渡ん
よ付 資扶再ーカ、金と等一こを れ支保ら必の 受‘七が人と 辺ツ＾地住 ま建機金甜i所相 い口合 五四りしで
く魯 塁昇婚塁ら、夏た゜塁 E として 手梵醤芸累閃 ［天こ辛扁゜ 急 鷹盆塁 刃誼凹繁増塁醤 召と 忍宍手届悶
和れ 無 と今前＼ 中査ま車 ・穴庫改ぃと雰を
予盆念三塁需二悶雰喜； , 3 日 L B 48 10 竺門塁塁 k 盆拿 9 雰住が 第§ ゜届ぢ只苫；；；贋な巴合且魯
ー利の時の六金き継 っ 9’4 日から 42 12 3 日まで昭 48 11 1 合九群゜査の 庫蚤 1 メ宅資 し 窮り換他゜円おー‘方し
年者特効国十額ま続のた 日から 43 1 3 8 まで 48 12 六わ七馬検が十 卜 1 部金 岩まえ‘ の ‘0 誼法て
七が別 伍万等す分要戦 i H から 43 1 3 B で 4 ーせツ検査始月 自 Iレト分を た にすた特 特短％渡で‘
月‘給で円 ゜を件没 』 から 44 430B まで 49 •2 I 先で査はまー 以 Iレの おが場定別期相所芥通

元品悶 ほ十 げ且塁，：4 9 ！ね：：ll/l : f2盟g：芯：； ; §国 R 竺 C をは動苓惜目打；； 与＜、合は 、g畠ゼ門喜
肩晶＄ ；店 と亨盆 4 ぷ：が品：比； :,; 二予手眉畠t B 車 誓巴緊 1ナ ヘ ? t点；；； ば贋゜な：品贋
ま＾け•ま辺 るれで 4 I B から 45 9 30B まで 49 1 ^ O' 市車な自のI'..十三 だい例資 りにる額税
で昭らす‘ こばも 4 から 45 12 3IB で 49 8 陸二野検り動 と平十 さこ計産まは税のの
ねあ い交意 にッ， 46 1 1 日から 90 46 3 31 日まで ’49 9 いら年限 検ね・屈機業地ニーと証 八七
くり以五゜付し役四よに ' 日か '9 4 30日で 9 99 :10 とこれ月は軽運 く＝北詳関務のこ 以‘ほ人申 百‘ー、
だま上‘ をて場‘り請 '’4 日から 46 9 f 30 日まで 9’49 11 使のて日‘自事 だ三 OO しに取もの利上融ぽ等込住八融面利さしにそ． 受あに諮請求 i H から 46 1.10B まで 49 •12 用期いに軽動務 査 さ・東い申扱よ受率八資同に者宅十資ツ率
いたつの けり必求求し '46 1 H から昭和41 •2 29B で ’50 1 で限まよ自車所 い六支こ込店り付は十額じつの改万額 は
゜らい他 ‘ま要手権な 9 8 から 41 4 308 まで 50 き内すり動のッ 制 。六所とみ←の場年万のでい資良円は 年
｀て 『，1すな絞がい 9 B から 41 3 8 ま’ なに゜次車検 五＾はをと→所六円限すて格のま九 五役不 求か関きなと 41 8 1 8 から昭 41 10 318 まで 4 月く検 の届査 度 五日‘し表住は％ま度゜は‘場で十 ・
雙閉 ヒ旦后 互： :1 ：且さ： !! i心g：！ 蕊！ ほ塁 含忠食 ：：：芭迄予で零口gで 1さ 琴閃合゜骨 豆
を； と塁烹 ：日 1 18 から 48 831 日まで昭 508 手唇 ；溜g 老元羞哀念農毘含 > 盆唇 塁 g 
ずが さの用す効叩048 9 1 8 から昭 48 9 308 まで昭 509 。なめ出期 ず二公゜融庫定ツ円合保 二分

冷のの ：もそに効てまふ聞のむさこかでの子すらご のた翌正通の がちこ十のい賞店ま心思とな
のう日残：のれ立果直けだかしかんのに‘がさ゜え家こしの日でっ日二め合の一消まづですうひてく徒
候ちを困゜ことちでそてんせつしの日感子むんおて庭のめでを日た←十らう日日さす←‘゜か分もめ然

；盈 9 字 ＄乞旦す0 ;...: ？哀ぱ店店：･ [ t‘月忍凸互且手三行晋贋汀g稟ど竺はかも房承ミ含且こを C？そ；ク．．．迎良るっ む‘つおし挙てい教うしじ日さかでさま‘秋゜日ととのがのか‘二十が月か月のきらかき→ 、1．．ゞ•'リリ／
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］言言し］!~!!I!~誓言：言る春通越＾徳四か街れの！ L........~.\~·······!め 1 あク安の 1 ルま
渾た川埼道れで佐意林わオL 日りえ静川年ら道たで＝．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＇の）レる 1 全総）レ ・し

：は陸俣玉にて迎野し城れ 翫已岡館中岡家三三のと‘i 4 3 ‘・定）V 確点・ ゾた
！塁点沿靡開悶；盆品品畠場 哀悶胤巴農ゼ贋問農 5 i品‘｛ス目眉；．V t塁↓ ；運；可嬰‘（惚、シ塁塁‘i. ↓゜
"こ交根に俣゜先主え原川 う休かをの日十をれ道i故ンクすのけゾ‘図の 1 り的ンを 1 最行ン 対
国通川関の 導本‘忠を 寺けら出塁光六しる路：防周 l る励る 1 スる周）レ転 をな対図ン梃い内 策
国上の所宿 さ多渡次渡 にいこ発柩東年ら゜の；止辺）レ゜行安ンクと知．者 推組策ると先‘の の
；で重交も局 れ正良公る（第 5 回）宿しのしが照前ぺ 名；に部・ を全内 l と徹ゾに 進餓推゜しとこ交 推' 胃塁言喜胃i雑草野：チ人ー野ム王：：勝会 1r1

言：千□9]]夏］［塁塁］る］］］
のよ植 薬白 防深想十ズ ま根よ三多分時 い理 草結汗試や多が特が準 しム田幸球ラはえくム雑試た一のが好
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ギ行ま収のい生の゜ては台で今 りんてすな稲理し·菜業 月 が押を戦飛さな勝草
はいす穫土まし通 ‘‘風‘月 稔水ーるくのでま．のは 初し展にんかるに野 6 雑ふ9t球チームぼ勝
ーまがす寄しまつ 稲での天は 実を日必な葉すし栽‘ 切） 侵ま開ふでんと進球
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根゜もにが ‘は をけ予に 1 し‘す<‘水の つ管 り雑‘くたジもすと

年がまがじ八大家 まになながま土で 1乍 ◎準◆おま
なほ出しでめ月早忙で田 ．易せ し士いない十せ寄す 図手迎個役梃低りし

危応覧竺ぎ緊悶眉ヒは良 の ；悶召拉t危佗茎忍‘ 業 『昂鼻合畠勝勝号ぢ
そどは 本らばのす梨南 ゜を早大ょ伸土す‘ 坂青雄 旦特雑゜試
うで‘格二い出゜の大大出 行目根うび寄る一 本木＾最ク殊草 合
で‘足的十で荷出島 荷 いにの゜てせこ度 好良雑高ラ霞野の役 99J i南夭砥祉大田下新干田特
す値利な世終は荷の 生 1T llll かはとに 孝光ツ殊プ装球結場 卒

：優載疇瀬口：機録願塁；
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九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
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よ
し
な
し
ご
と

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
学
校
や
市
民
の

体
育
犬
会
等
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

た
。従

来
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
学
校

中
心
、
選
手
中
心
の
ス
ポ
ー
ツ
で

一
般
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
は
低
調
だ

っ
た
。
そ
の
理
由
①
日
本
が
気
候

風
土
に
恵
れ
て
健
康
上
必
要
性
が

乏
し
い
。
②
経
済
的
の
ゆ
と
り
が

な
く
体
育
を
省
み
る
余
裕
が
な
い

®
知
識
偏
宣
の
傾
向
な
ど
で
あ
る

戦
後
急
激
な
発
展
し
た
現
在
、
こ

れ
等
の
理
由
は
完
全
に
解
消
さ
れ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
肥
馬
高
天
の

秋
、
大
い
に
社
会
市
民
の
体
育
を

振
興
し
、
体
位
体
力
の
向
上
と
健

康
地
進
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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村の人口
ー10月 1 日現在―――

世帯数 1977戸

人口総数 8931人

男 4430人

女 4501人

(9 月中の動き）

出生 3 人 死亡 8 人

転入 30人 転出 16人

委
員
の
選
任
益
勘
定
留
保
資
金
二
百
四
十
九
万
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
の
で
、
本
年
の
コ
ジ
ヒ
カ
リ
と
ホ
母
子
家
庭
、
八
百
世
帯
へ
配
り
ま

固
定
資
産
評
価
密
査
委
員
会
委
円
と
減
侶
稜
立
金
六
十
七
万
円
で
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
の
出
荷
成
績
が
、
今
し
た
。

員
に
福
島
茂
さ
ん
（
江
口
）
を
選
補
て
ん
し
ま
し
た
。
っ
て
出
荷
口
が
三
千
ト
ン
以
上
に
後
の
本
県
産
米
の
運
命
を
決
め
る
ー
△
ー
△
ー

な
れ
ば
来
年
は
正
式
に
銘
柄
米
と
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
千
津
井
の
田
村
政
男
さ
ん
は
、

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
賓
本
的
支
出
は
、
三
百
二
十
三

な
り
、
本
県
の
米
の
評
価
が
高
ま
ろ
事
情
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
こ
交
通
安
全
の
た
め
に
役
立
て
く
だ

る
ば
か
り
で
な
く
奨
励
金
の
額
も
の
二
品
種
に
つ
い
て
は
、
作
っ
た
さ
い
と
役
場
へ
五
万
円
、
東
部
地

万
円
で
す
。
こ
れ
は
建
設
改
良
孜

多
く
な
り
ま
す
。
も
の
の
全
星
を
出
荷
す
る
よ
う
お
区
交
通
安
全
協
会
へ
五
万
円
を
寄

◆
水
道
事
業
会
計
決
算
と
企
業
恒
佃
還
金
へ
あ
て
ら
れ
ま

昭
和
四
十
七
年
度
の
収
益
的
収
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
あ
り
ま
す
願
い
し
ま
す
。

堀
口
正
さ
ん
が
副
議
長
に
選
出
入
及
び
支
出
の
決
打
は
五
百
一
干
◆
展
業
共
済
事
業
決
算

五
万
円
の
純
利
益
が
で
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
度
の
決
箕
は
、
青
山
尚
夫
さ
ん
夫
妻
表
彰
大
佐
貫
の
篠
木
よ
し
さ
ん
は
社

第
五
回
定
例
村
議
会
は
、
九
月
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
◎
教
育
委
目
会
委
員
の
任
命

二
十
日
会
期
一
日
で
開
か
れ
、
村
こ
の
土
地
問
座
を
解
決
す
る
一
現
九
月
一
二
十
日
任
期
満
了
と
な
る
収
益
的
収
入
は
、
千
四
百
二
十
九
四
百
二
十
三
万
円
の
純
利
益
が
で
会
福
祉
の
た
め
に
、
と
り
わ
け
成

長
捉
出
議
案
十
三
件
が
審
議
さ
れ
と
し
て
と
ら
れ
た
も
の
で
す
。
詳
教
育
委
目
会
委
臣
の
田
口
重
夫
さ
万
円
で
給
水
収
益
が
八
ニ
・
三
％
ま
し
た
。
優
良
青
年
農
業
者
で
・
人
病
対
策
に
役
立
て
欲
し
い
と
役
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正
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
◎
一
般
会
計
補
正
予
打
新
ら
し
い
都
市
農
業
に
い
ど
む
知
識
を
も
と
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
）
と
表
の
富
美
枝
さ
ん

(
2
5
)

が
済
の
高
度
成
長
で
生
活
水
準
が
向
よ
う
に
臼
っ
ぼ
く
見
え
、
澄
み
き

が
決
ま
り
ま
し
た
。
追
加
額
は
、
三
千
五
百
八
十
五
大
い
に
頑
張
り
た
い
と
栽
培
計
固
凩
か
ら
優
良
青
年
屎
業
者
と
し
て
上
し
、
所
得
の
増
大
を
図
る
た
め
っ
た
大
気
に
咲
い
た
秋
菊
は
夏
菊

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
万
円
で
、
予
打
総
額
四
ほ
六
千
五
植
木
先
進
地
を
視
察
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
研
修
の
表
彩
さ
れ
、
八
月
十
一
＝
日
表
彰
式
昭
和
四
十
二
年
に
施
設
園
芸
の
ハ
と
ち
が
っ
て
姿
も
し
ま
り
、
一
だ
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コ
シ
ヒ
カ
リ
は
全
量
出
荷
を
岸
麒
一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

1
1男
子
服
四
十
七
滸
、
女
子
服
十
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
な
に
か
一
冊

監
査
委
員
に
沼
、
野
球
シ
ャ
ツ
十
五
箔
◆
西
小
ま
と
ま
っ
た
本
に
と
り
く
む
と
い

い
ま
ま
で
、
群
馬
県
に
は
産
地
た
と
こ
ろ
、
七
月
十
日
に
四
十
八
学
校

1
1

男
子
服
百
一
―
ヤ
訂
、
女
子
服
っ
た
読
円
の
予
定
も
い
れ
た
い
も

秋
学
紅

2
7
8
戦
呻
g
琴
旦
品
種
銘
柄
に
該
当
す
る
も
の
が
な
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
コ
石
崎
司
朗
さ
ん
二
十
箔
、
野
球
ジ
ャ
ツ
三
十
一
沼
の
で
す
。

＿
か
っ
た
た
め
、
米
価
の
面
で
大
変
シ
ヒ
カ
リ
と
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
が
特
欠
目
と
な
っ
て
い
た
監
査
委
目
◆
中
学
校

1
1男
子
服
三
十
八
沼
、
い
そ
が
し
く
て
新
聞
も
ろ
く
に

不
利
を
こ
う
む
っ
て
い
ま
し
た
。
例
銘
柄
（
今
年
だ
け
の
特
例
）
に
に
石
崎
司
朗
さ
ん
が
十
月
一
日
付
女
子
服
二
十
五
沼
説
め
ま
せ
ん
・
・
と
い
う
の
は
、
主

そ
こ
で
、
本
年
か
ら
は
是
が
非
指
定
さ
れ
、
生
産
奨
励
金
が
一
俵
で
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
任
命
さ
れ
ー
△
ー
△
ー
婦
の
間
で
と
り
か
わ
さ
れ
る
よ
く

ッ
小
紐
呻
旦
団
冠
竺
配
で
も
銘
柄
米
の
指
定
を
受
け
る
た
に
つ
き
二
百
円
交
付
さ
れ
る
こ
と
ま
し
た
。
や
ま
う
の
泊
物
憫
は
、
福
祉
施
き
く
声
で
す
。
屁
の
間
の
一
時
間

め
に
、
県
、
煤
業
団
体
、
関
係
機
に
な
り
ま
し
た
。
固
定
資
産
評
価
審
査
設
な
ど
へ
配
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
と
い
う
時
間
を
、
み
っ
ち
り
ひ
と

関
等
が
一
体
に
な
っ
て
産
米
改
善
し
か
し
、
こ
の
品
種
と
い
え
ど
福
祉
事
務
所
へ
朝
鮮
泊
十
七
函
箱
つ
の
こ
と
に
打
ち
こ
め
な
い
の
が

迎
動
を
進
め
る
一
方
、
県
選
出
国
も
、
今
年
限
り
の
措
匠
で
あ
っ
て
委
員
に
福
島
茂
さ
ん
十
個
と
十
凶
箱
八
十
個
を
寄
付
さ
主
婦
の
く
ら
し
で
す
か
ら
、
子
ど

・
会
議
員
や
瓜
自
主
流
通
米
協
議
会
四
十
八
年
産
米
が
自
主
流
通
米
と
任
期
満
了
に
伴
い
、
福
品
茂
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
事
務
所
で
は
早
も
の
寝
静
ま
っ
た
秋
の
夜
は
、
じ

等
の
お
力
添
え
を
得
て
、
国
に
対
し
て
三
千
ト
ン
（
五
万
俵
）
以
上
ん
が
十
月
一
日
付
で
辞
令
が
交
付
速
、
東
毛
地
区
の
老
人
ホ
ー
ム
、
っ
く
り
と
心
を
集
中
さ
せ
て
物
ご

し
強
い
働
き
か
け
を
い
た
し
ま
し
出
荷
さ
れ
な
い
と
、
来
年
か
ら
は
さ
れ
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
身
心
即
害
者
施
設
な
ど
六
カ
所
と
と
を
考
え
ら
れ
る
と
き
で
す
。

一
特
別
土
地
保
有
税
の
創
設

第
五
回
定
例
村
議
会

3 I 1 
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(2) 

社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
新
に
た

成
人
お
め
で
と
う
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よ
し
な
し
ご
と

棗
近
「
も
っ
た
い
な
い

a

」
と
い

う
言
葉
が
人
々
の
口
か
ら
う
す
れ

て
き
た
よ
う
だ
。
勤
倹
節
約
と
い

う
と
古
く
さ
い
と
い
う
。
物
が
豊

宮
で
金
ま
わ
り
が
よ
い
た
め
か
。

金
さ
え
出
せ
ぱ
い
つ
で
も
手
に
入

れ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
だ
。
特

に
戦
時
中
の
物
資
不
足
の
経
験
の

な
い
も
の
は
物
の
有
難
さ
や
、
も

っ
た
い
な
さ
を
感
じ
て
い
な
い
。

巌
近
世
界
各
国
は
エ
ネ
I
V
ギ
ー
源

の
不
足
を
憂
え
、
世
界
的
パ
I
V
プ

の
不
足
が
紙
飢
饉
を
起
し
て
い
る

い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
わ
な
い
で

物
の
節
約
、
価
値
を
生
か
さ
な
い

と
、
と
り
か
え
し
が
つ
か
な
く
な

る
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
。
＇

村の人口

-11月 1 日現在—

世帯数 1977戸

人口総数 8925人

男 4430人

女 4495人

(I I月中の動き）

出生 15人 死亡 4 人

転入勾人 転出 37人

り
切
る
南
大
島
が
接
戦
の
す
え
勝
＇
0
1

ち
、
一
二
年
ぶ
り
に
一
位
と
な
り
ま
臨
時
村
議
会

し
た
。部

落
対
抗
の
結
果
医
療
こ
三
百
三
万
円

給
付
|

順
位
部
落
名
得
点

優
勝
梅
原
七
十
三
・
五
点

閉
優
勝
南
大
島
七
十
忌
~
一
般
職
、
特
別
職
の
給
与
引
上
げ

三
位
大
佐
貫
六
十
八
•
五
点

四
位
新
里
六
十
六
•
五
点
第
六
回
臨
時
村
議
会
が
十
一
月
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
琴
ナ
節
呼
の
手
叩
声
g

五
位
田
島
六
十
一
・
五
点
四
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
の
と
お
り
で
す
。

保
育
園
児
や
幼
稚
園
児
の
か
わ
ク
ダ
ン
ス
が
あ
り
、
一
般
餌
覧
者
た
。
決
勝
に
進
ん
だ
の
は
、
南
大
六
位
斗
合
田
五
十
九
・
五
点
開
か
れ
ま
し
た
。

♦

役
均
職
目
と
特
別
職
の
給
与
十
一
月
は
秋
か
ら
冬
へ
｀
衣
替

七
位
以
上
は
次
の
順
、
七
位

い
い
遊
戯
、
一
般
男
女
の
玉
入
れ
も
加
わ
っ
て
、
な
ご
や
か
な
ひ
と
局
と
新
里
を
や
ぶ
っ
た
斗
合
田
。
こ
の
議
会
で
は
役
揚
職
旦
、
村
等
の
条
例
の
一
部
改
正
え
の
月
で
す
。
落
葉
も
日
ご
と
に

矢
島
、
八
位
大
輪
、
千
津
井
｀

リ
レ
ー
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
順
に
行
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
一
回
目
は
南
大
島
が
勝
ち
、
二
回
十
位
須
賀
、
十
一
位
上
江
黒
長
ら
一
＿
一
役
｀
教
育
長
お
よ
び
村
議
こ
れ
は
人
事
院
の
勧
告
に
よ
っ
数
を
増
し
て
｀
朝
夕
ほ
う
き
を
持

わ
れ
、
観
覧
者
は
盛
ん
に
拍
手
や
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
呼
び
物
の
目
は
斗
合
田
が
勝
っ
て
、
三
回
目
十
二
位
下
江
熙
、
十
一
二
位
江
会
議
旦
の
給
与
等
の
引
上
げ
や
各
て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
等
が
一
っ
手
に
風
の
冷
た
さ
を
感
じ
る
こ

声
援
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。
昼
綱
引
き
は
、
早
く
も
準
々
決
勝
で
の
決
戦
に
も
も
こ
ま
れ
た
が
、
今
口
、
十
四
位

1
1
1俣
、
十
五
位
種
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
の
五
・
三
九
％
引
上
げ
た
の
に
伴
っ
の
ご
ろ
で
す
。

食
ど
き
に
は
、
育
年
団
の
フ
ォ
ー
昨
年
一
位
の
新
里
が
や
ぶ
れ
ま
し
年
こ
そ
一
位
を
奪
回
し
ょ
う
と
張
中
谷
括
諮
が
行
わ
れ
、
現
案
ど
お
り
可
て
、
こ
れ
に
準
じ
て
、
役
均
職
貝

と
特
別
職
の
給
与
等
が
四
月
一
日
年
賀
は
が
き

に
さ
か
の
ぽ
っ
て
引
上
げ
ら
れ
た

お
や
、
も
う
年
賀
は
が
き
と

も
の
で
す
。

思
う
か
た
も
多
い
で
し
ょ
う
。
上

◎
役
場
職
員
の
給
与
（
）
内

旬
に
は
全
国
の
郵
便
局
で
「
お
年

は
改
訂
前

玉
つ
き
年
烈
は
が
き
」
が
売
出
さ

れ
ま
し
た
。

初
任
給
四
万
四
千
八
百
円
（
三
万

七
千
五
百
円
）

毎
年
こ
の
こ
る
に
な
る
と
聞
え

◎
特
別
職
の
給
与

て
く
る
の
が
「
虚
礼
廃
止
」
と
い

一
般
職
旦
の
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
率う声
で
す
。
年
に
一
度
の
年
賀
状

＇
を
考
慮
し
な
が
ら
最
低
一
九
•
六
の
や
り
と
り
を
虚
礼
と
い
う
な
ら

％
の
引
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

ゼ
中
見
舞
の
は
が
き
は
も
ち
る
ん

◆
国
保
会
計
補
正
予
算

盆
荘
れ
の
陪
答
な
ど
は
虚
礼
の
親

追
加
額
は
四
百
三
十
四
万
円
で
玉
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
盆

位
予
ヰ
総
額
は
、
九
千
二
百
八
十
四

m
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
荘
れ
の
贈
答
に
は
当
事
者
の
思
惑

も
あ
り
、
虚
礼
と
こ
ろ
か
実
礼
？
・

て
主
な
追
加
は
、
原
養
給
付
安
の

れ
で
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

入
不
足
分
一
三
日
三
万
円
、
給
与
改
訂そ
う
考
え
る
と
、
わ
ず
か
十
円

を
に
伴
う
不
足
分
九
十
八
万
円
な
ど

個
で
す
。
で
意
思
の
疎
通
を
図
れ
る
直
宝
な

も
の
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

3
 

が
ん
。
ご
く
親
し
い
人
や
、
ふ
だ
ん

4

◆
有
線
会
計
補
正
予
箕

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
間
柄
で
も
、

原
追
加
額
百
四
十
六
万
円
は
、
給

梅
与
改
訂
に
伴
う
不
足
分
な
ど
に
あ

・
年
に
一
度
ぐ
ら
い
手
紙
を
臼
こ
う

争
て
ら
れ
ま
す
。
予
算
総
額
は
二
千

競
八
十
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
．
と
思
う
人
は
大
ぜ
い
い
ま
す
。
親

れ
し
い
か
ら
こ
そ
正
月
早
々
し
ゃ
ち

入
◆
水
道
会
計
補
正
予
算

ほ
こ
ば
っ
た
あ
い
さ
つ
も
し
に
く

玉
収
益
的
支
出
の
追
加
額
六
十
五

6
．
い
：
．
と
い
う
人
の
た
め
に
あ
る
よ

抗
万
円
は
、
給
与
改
訂
に
伴
う
不
足う
な
便
利
な
も
の
で
す
。

が
分
で
、
予
立
総
額
は
一
千
一
二
百
八

落
住
所
録
で
す
が
、
余
り
い
そ
が

部
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
賓
本
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に
手
も
と
に

的
支
出
の
追
加
額
五
百
j
二
十
万
円整理

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

は
第
一
二
水
源
建
設
残
の
不
足
分
に

あ
て
ら
れ
、
予
互
総
額
は
五
千
四
勤
労
感
謝
の
日

百
十
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
炭
業
共
済
会
計
補
正
予
打
こ
の
ご
ろ
は
俳
句
の
季
題
に
も

追
加
額
は
三
百
三
十
八
万
円
で
よ
く
で
て
き
ま
す
。
二
十
―
―-E
lは

主
な
追
加
は
、
陸
稲
異
常
災
害
に
「
勤
労
感
謝
の
日
」
。

よ
る
共
済
金
百
九
十
四
万
円
、
給
野
に
老
い
し
父
母
よ
勤
労
惑
謝

与
改
訂
に
よ
る
不
足
分
百
十
九
万
の
日
石
井
飛
大
男

円
な
ど
で
す
。
予
算
総
額
は
、
二
健
康
で
｀
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
も
た

千
六
百
三
十
一
万
円
と
な
り
ま
し
ら
ず
慟
け
る
こ
と
を
ま
ず
感
謝
し

た
。
ま
し
よ
う
。

. ヽ. . 

` 

梅原が優勝

村民体育祭

第
十
八
回
村
民
体
育
祭
が
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
雨
の
た

め
一
一
度
も
延
び
た
が
三
度
目
の
正
碩
と
か
で
よ
う
や
く
睛
れ
、
会
揚
に
は
約
一
＿
千
人
が
つ
め
か

け
、
老
い
も
若
き
も
大
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。
部
落
対
抗
で
は
梅
原
が
南
大
島
に
最
後
で

逆
転
し
0
•
五
点
差
で
擾
勝
、
準
優
勝
は
南
大
島
、
第
三
位
は
大
佐
貫
で
し
た
。

濤
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昭和 48 年 II 月 10 日 広 報 め L ヽ わ 第 146号 (2) 

最少の経費で最大の効果をめざす

悶

1世帯当り
が負担する村税

51,316円
1 世帯当りに使
われる村の子算

233,256円

村民 1 人当り
が負担する村税

11,359円
村民 1 人当りに使
われる村の子算

51,634円

表

一
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
一

一
果
を
目
標
に
努
力
し
て
い
る
一

一
本
村
の
「
台
所
」
の
状
況
を
一

I
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
一

一
昭
和
四
十
八
年
上
半
期
（
四
一

一
月1

九
月
）
の
「
収
入
と
支
＿

I

出
」
の
あ
ら
ま
し
を
明
ら
か
一

一
に
す
る
も
の
で
す
。
な
お
こ
一

i
の
数
字
は
す
べ
て
九
月
三
十
＿

一
日
現
在
で
す
。
―

r
ー

1
1

ー
ー
ー
ー
ー
ー

1
9
9
1
1
1

』

財
政
事
情
の

公

一般会計予算執行状況

予算額

済額

執行牢

637万円

歳入

4 億 6 千114万7千円

2 億 3 千559万1千円

51.09% 

土地

歳出
予算額

特別会計予算執行状況 歳入
I I 済率 1 ．．： ：・·．:.:. ;....:: :• 1 

8 干850万0千円 [363%]  国民健収康：ロ 3
 

8 干 850万

〇干円
2
 

6.6忽

__J;1 • 
l2 干292万 9干円ii叫
1, 30万7干円 I 44.9%] 

5 干284万6千円 水 道 事

資本的

業

農業共済事業

有線放送事業

歳 出

歳出

4 億 6 千 114万 7干円

1 億 5 干671万 3干円

33.98% 

予算額 I I 予算額

支出済率卜、・・・：ｷ •冗｀．認：：·：＿●|収入済率

1 億 4 干843万 2 千円|2/_s:~I 土
’· • 
ー·ｷ-．．・

8 千289土 I. 、44.6蒻 l 総
.••.. = .. 

7 干：］」こ巴教
5 千89万 に•・一嘉·.'民

農林水産業費

消

衛

議

公

そ801万3干円

4
 

゜

木

務

育

生

防

生

会

債

の

四
千
百
六
十
万
0
干
円

費

費

費

費

費

費

費

費

他

. 

．
．
三
千
七
十
四
万
五
干
円
•
]

9

9

,

'

 

.

.

.
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村

繰 入

村

県支出金

自動車取得税
交付金

繰越金

そ の

村税徴収状況
; i斉収 416 
額 額入

ロロ

且
―
万
七
千
円

千
七
百
十
五
万
一
千
円

金

歳 入

．．＇・•. • :.:.....'... ` ｷ • 

·‘. :.. 9...'2 億
地方交付税I... •: •で．．ヽ•.739..7%'9. : •. • :'. 81 6万

•• : 9 :. •.. • • • •. • 9.ｷ •..·:;: _: •i•: ::1 2干円
,.. ｷ:ｷ,ｷ,ｷ.. ·.•.··•·.. ｷ. 
.:ー：・'.'.., •.,. ｷ,', • • 9•..',·:·.: ｷ-

•• •,'.'. •—· •—.'•. :': •. 
"...  

税 1: •.. 62.. 5%:_;;. 
.... _.. ｷ... 
,',• ;•, :.ｷ.. 

1 億
145万
1干円

5 干 200万 0干円

六
百
十
＿

二
百
三

民
税

1 千528万9干円

1 干 100万0干円

三
百
三
十
八
万
八
千

六
百
二
十
七
万

5
江
電
気
ガ
ス
税

.Jュ'l.



昭和 48 年 11 月 10 日(3) 第 1~6 号 広報めいわ
けし健なりけ (2) (1) (2) (1) り 内知的有新
がた康いすがわけめ車どもあう 言地月林＾月課すす成税等特容ら等税た地

ょで゜畠合言tでば には哀t芯哀g習 国 目 謬原、国五魯貫棗品畠品岳品与塁を哀苫羹甘ほ
且鱈息鱈息円羹色歪屠：只 竺］ 保i世且：：＂＂屠ほ層讀~,汀汀戸
当、交‘t皇門畠塁盆店令含ヒ魯塁手妥 て と 目 欝悶愚辿器翡 晶晶手竺 農馨と先、竺盃嬰
然通のいて喪をがる‘の‘人症゜通 フペ琶 さ十池し十 し し°面仕しが月し別正
‘事目うしがしで人まで交ごに死事 し、 ）し 目 れ八 沼た四 て て 類 組ま‘号た土に

畠普磨累店累舟；嘉店ど靡名唇晶際 な 通 1 全危 両品竺 嚢嚢 且 みす。ら互目。農合
も捺がら 者 に な国う故はれら起 （2) 価上 （1) す得とか税れ権 満の坦抱いま

こ累畠なよ、農芸虐 互麿究；怠裔芝合 し‘ 事 ’取房皇塁保°信号gは＄畠云悶盆塁合悶磨五眉嚢
い‘しとし負‘治 いし示がな能て、 と 圭得合地ー有 がまずつで立の義合は課を‘税な点汀屈‘口担肛員喜tり：： 損 故 9 麿品層□ 9 月i [[99 屠息円巳 9 喜靡：
で肩ばとで はき ゜知加旦竺霞け命 を 目塁 すで税 準し所記特の登謀と方まれうは保面
はがなは治 ある ら害 L がが 員標 る基標額て有の別人記税なメせにな本有積決わら‘療 くの な者国高を次 す 冒準者浬準 と土者有土にし標り 1 々浩一意にツ
しりな加が まで いの保 くす々 呂 で面 な地が無地課て準ま卜 た定でつ
てしい害受です た口は ‘ると る 目 取租 りの対に保税所す／レ当なのはい
なて治者け加゜ 冒 得以 ま取象か有さ有゜未村い基なて

き険 く全単しにし被だけがも者い5i (2) (1) (2) (1) 価上一
は証自① しなににてはな害かが受そのが治の且 （イ） のま所 す 徴税定 の・ 税格の日毎

必：姦盟肩 国t‘晶目塁霜ぃ、〖を含馨gな手畠督；室七含取旱保す。合を゜悶墨塁塁危尋四g率芦品門門ずつ事を 保 、すををがろぱ対す療れは゜しは 0, 竺そ得ー有 市掲 納方額税しす取に 計を年月
届て故出 け゜賠出かいなし゜はる‘ なあ 冒日の税日税 町げ 付法がま‘゜得あ 額取以一
け治です でが 償しかろりて事→のな けく 云の年 ll 11 村る の 差た算 につ °得内日
＾療けこ 治は してり話ま損故まかぜれま E 場の一そ に日 方 しは出 あて しにま
→をがと知 ていましせ害のっと国ばで 言合二月 の申ま法引不税 っは た基た
第受を 療僚 もてす合んの加たい保な§ 目は月一年告で にか動額て百 者浬は
三けし つ はらはしつ゜賠害なうでら 竺そ未日の納によれ産かは分 で面‘
者た、 をグ え‘‘たそ償者しと治 な加 豆の日の五付土 り ま取ら 百の 取租七
行と保 て乎ズな完簡りれをは←‘療い害 員年‘揚月 し地ます得固分ー 得以月

書そ；を：存［盈；嘉塁奈贋点塁そ ；台す。喜：：＇ あなたにも lかじめは消せる 本 隣：悶醤こ非：塁品森保適
房誓悶蓋た 畠臼畏属萎：：蕊誓臼［足；詈！ [ i, （火災シーズぶ‘さな火 ` に百箇限§ ！丸讐翌芭§臼貧
篇ー互窟ー合g g且与ぶ哀累内晶喜：忍、あ、 ：見目 1 愕 全 上畠笹翡翡百 筐公取、芸 旱

爪： ］訓靡［厨べ言厨ii!』； :‘:i[ i胃五

三言I'.I]]][`:`]言冑
~II!!す叫11冒屑り 1ぶJl:［月：I'， I: : ［］［旧犀畠ぅ ：悶芝 念瓜ぢ魯 g手品存ば應至て箔哀 。 塁 塁 ら諄 靡人 B 全は盆哀 2 塁王乞内は；髯塁翌磨盗手叫

うの持 り合でし へ゜険ま当療いあをう し な 防捨 の幼項 うし険る度 な供て‘っ゜事行る職多゜全

出ら作た刀日示た一 下け始んがれ設の会し

只＄塁゜剣忍竺嗅斎 自醤目互塁み09 象よ、翌合は：事故多発地点などに
特菊ぞ会 茶四盆日ら祭 , の標゜交なならしれ受ねら
に花ろ館 華日栽か六が ‘慢 と識 通さると‘ま理がお

緊盆し：麿昂喜緊戻旦塁 ` の 5 畠農幻存竺嘉tg［全 道路標識を設置
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五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
は
無
税

特
別
土
地
保
有
税

3~3 



(4) 

今
年
度
か
ら
一
―
力
年
計
画

上
水
道
施
設
を
整
備

配
水
に
必
要
な
工
事
は
、
約
五
千
吋
日
"
1
1
甘
＂
＂
昔
＂
＂
且
＂
＂
昔
＂
＂
昔
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月

1
1
"
ぷ
日
1
1
"
日
"
i
i
"
昔
＂
＂
土
．
＂
＂
且
＂
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目
＂
＂
こ
＂
＂
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＂
＂
且
＂
＂
”
g
"
"
且
"
"
g
"
"
3
i
-
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□

l
日
袷
水
能
力
＿
i
日
時
十
一
月
二
十
五
日
（
日
~
5

着
万
円
で
行
わ
れ
ま
す
。
第
三
1
-
H
最
大
給
水
絨
―
―
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
）
午
前
九
時備

中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
i
i

水
源
地
鎖
祭
は
、
十
一
月
―
-
g

1

―
日
平
均
絵
水
屈

工
事
関
係
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
多
―

-
5

投
与
を
実
施
試
合
方
法
ダ
プ
ル
ス
・
ト
ー
{
-

/
]
詞
叫
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叫
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い
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と
き
も
ド
ぃ
第
経
費
を
カ
ナ
て
第
次
変
更
事
第
水
源
の
建
設
と
浄
水
施
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体

l

レ
ス
リ
ン
グ
で
優
勝
ル
で
破
り
、
優
勝
を
な
し
と
げ
た
―
―

は
消
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
固
合
は
、
面
積
一

1百
六
十
倉
中
学
校
第
四
位
明
和
中
学

り
ご
二
谷
津
嘉
章
君
晉
君
は
、
中
学
時
代
は
柔
追
②
脱
殻
．
籾
す
り
の
時
期
に
な
五
・
六
平
方

x
（
七
十
九
・
七
坪
校
第
五
位
大
呆
北
中
学
校

り
ま
し
た
。
感
屯
事
故
を
起
さ
な
）
の
鉄
骨
造
り
平
家
建
て
で
、
近
第
六
位
千
代
田
中
学
校

で
活
躍
。
高
校
に
進
学
し
て
か
ら

a日
光
脇
往
遠
の
俣
宿
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寺
持
明
院
日
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ナ
ム

5
か
か
げ
ら
れ
た
御
法
度
の
中
に
儀
が
鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
、
江
掲
が
設
け
ら
れ
た
の
は
享
保
三
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
水
~
進
み
、
決
勝
ま
で
四
試
合
を
行
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

而
~
口
ぱ
｀
｀
｀
｀
閏
叫
叩
ぶ
閂
叫
円
｀
詈
畠
｀
会
館
て
行
わ
｀
『
汀
叶
ピ
詞
置
い
い
い
』
[
"
]
く
"
[
ロ
ロ

呵
め
申
候
、
然
る
上
は
村
中
の
者
城
内
で
鷹
狩
を
す
る
武
士
の
番
人
は
地
元
の
人
夫
が
徴
用
さ
こ
の
商
札
で
享
保
六
年
鷹
番
i
農
i
林
ぃ
十
＾
臣
か
ら
表
彰
彩
か
ま
き
り
は
這
（
は
）
う
セ
ー
ク
ー

『
共
弥
常
々
無
油
断
心
を
つ
け
、
職
名
を
鷹
匠
と
い
い
、
狩
猟
に
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
鷹
狩
の
時
の
制
度
だ
け
は
取
や
め
に
な
っ
＂
れ
た
統
計
大
会
の
席
上
、
県
統
計
江
口
、
田
島
へ
出
て
、
中
学
校
に
の
背
な
に
高
栢
正
枝

旧
展
林
統
計
功
労
者
で
大
佐
貫
の
協
会
長
（
神
田
坤
六
）
か
ら
統
計
も
ど
る
い
つ
も
の
コ
ー
ス
で
行
わ

I
う
た
が
は
し
き
者
在
ら
ば
急
度
た
が
其
の
他
は
い
か
に
厳
重
で
血
外
輪
山
め
ぐ
れ
る
場
宿
に
く
つ
る

ロ
鯉
沼
忠
弥
さ
ん
、
同
石
村
磯
次
郎
功
労
者
で
表
彩
さ
れ
ま
し
た
。
れ
ま
し
た
。
雨
の
悪
コ
ン
デ
ジ
ョ
ぎ
て
阿
蘇
の
恋
唄
う
っ
と
り
と
聞

『
可
相
改
之
若
此
以
後
烏
を
取
候
サ
ロ
内
文
化
財
た
ず
ね
あ
る
記
）
あ
っ
た
か
想
像
が
で
き
る
の
で

5

『
者
有
之
時
不
相
改
候
は
ば
、
其
回
あ
る
。
血
さ
ん
。
同
折
原
隆
雄
さ
ん
、
同
篠
田
村
さ
ん
は
、
統
計
調
査
貝
に
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
手
は
よ
く
臼
塚
宮
江

叩
木
直
一
郎
さ
ん
の
四
名
が
煤
林
大
就
任
し
て
以
来
、
十
三
年
四
カ
月
＜
頑
張
り
ま
し
た
。
雫
（
し
ず
く
）
垂
る
る
白
き
を
干
せ

日
一
認[
5口
戸
紅
戸
豆
]
]
]
鷹
場
と
鷹
番
札
C
m
一
→
[
[
麟

5
[
[
9
5
-

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
、
そ
の
伝
達
式
間
、
統
計
業
務
の
農
性
を
認
識
第
一
位
は
、
予
想
通
り
大
泉
南
り
仰
向
け
ば
視
野
の
限
り
を
乃
さ

＂
が
十
月
二
十
三
日
、
館
林
の
邑
楽
し
、
責
任
感
が
強
く
、
常
に
卒
先
中
学
校
で
一
時
間
五
十
六
秒
で
し
展
が
る
坂
上
千
枝
子

心
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
て
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
た
功
た
。
昨
年
最
下
位
だ
っ
た
地
元
明
夜
半
の
風
に
屋
根
を
叩
（
た
た
）
き

1

i
其
の
上
又
々
鷹
番
可
申
付
者
也
主
井
上
河
内
守
正
春
氏
が
秋
元
血

但
馬
守
志
朝
氏
へ
の
引
続
四
に
i
こ
の
四
名
の
方
は
、
水
稲
生
産
績
が
み
と
め
ら
れ
表
彩
さ
れ
た
も
和
中
学
校
チ
ー
ム
は
、
良
く
茄
閲
し
椎
の
実
の
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
音
冴

月

5

享
保
六
年
丑
七
月
は
一
―
-
I
四
人
の
鷹
匠
が
一
組
と
の
勢
子
に
も
地
元
の
農
民
が
人

よ
る
と
本
村
関
係
で
は
、
次
の
i
費
調
査
員
と
し
て
十
年
間
、
牒
林
の
で
す
。
さ
れ
一
時
間
二
分
十
一
秒
で
第
四
（
さ
）
へ
て
聞
ゆ
中
島
あ
い
子

血
右
の
趣
被
仰
出
候
間
領
内
の
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
旧
館
林
の
夫
に
出
さ
れ
る
の
で
、
展
民
の

部
落
の
鷹
楊
が
あ
げ
ら
れ
て
い
』
統
計
事
務
に
よ
く
協
力
さ
れ
、
そ
位
で
し
た
。
又
、
梢
本
窟
文
君
は
と
ん
び
三
羽
鉄
堪
越
ゆ
る
が
駅
の

1
[

者
共
相
守
も
の
他
町
名
に
も
鷹
匠
町
の
名
が
残
さ
生
活
に
か
な
り
の
支
町
が
あ
り

る
。
南
大
島
、
新
里
、
田
品
、
i
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
で
表
宙
〈
古
小
如
卓

h
ク
か
ら
第
四
区
間
で
最
も
良
い
成
笛
で
、
上
コ
パ
ル
ト
の
空
に
く
っ
き
り
と

年
i
鷹
狩
が
昔
か
ら
武
士
の
間
に
れ
て
い
た
。
不
平
も
多
く
、
領
主
や
幕
府
に

8

血
盛
ん
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
徳
川
五
代
将
庫
綱
吉
の
生
類
対
し
て
も
し
ば
し
は
苦
情
が
訴

『
が
、
鷹
狩
が
日
本
で
姶
め
て
行
憐
み
の
令
に
よ
っ
て
一
時
中
止
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
江
口
、
梅
原
｀
川
俣
、
大
佐
貫
i
彩
さ
れ
た
も
の
で
す
。
お

5
心
ら
せ
区
間
賞
を
と
り
ま
し
た
。
浮
く
岡
安
ふ
み

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
庭
角
に
植
え
た
る
葉
け
い
と
う
色

①
俎
力
賓
源
の
石
油
の
寿
命
は
第
一
位
大
泉
南
中
学
校
第
二
は
え
て
雨
間
に
も
れ
る
潟
ざ
し
明

＂
わ
れ
た
の
は
仁
徳
天
皇
の
時
代
さ
れ
て
い
た
鷹
狩
は
八
代
将
軍
ば
か
り
で
な
く
鷹
坦
で
は
飼
犬
中
谷
、
矢
島
、
入
ケ
谷
i
紐
紅
旬
功
母

R
で
完
a
む

厨
~
で
、
鷹
狩
の
方
法
に
も
、
西
園
吉
宗
に
よ
っ
て
再
び
盛
に
な
っ
飼
猫
な
ど
に
よ
っ
て
烏
を
お
ど
（
奈
良
教
育
長
記
）
i
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5

千
津
井
の
田
村
正
雄
さ
ん
は
、
あ
と
十
九
年
で
す
。
む
だ
な
霞
気
位
邑
楽
中
学
校
第
一
二
位
板
る
＜
細
田
武
子



よ
し
な
し
ご
と

今
年
も
交
通
事
故
死
が
全
国
で

1
万
数
千
人
。
十
一
月
二
十
日
現

在
、
明
和
村
で
も
死
街
者
が
一
一
十

一
人
と
言
う
。
最
近
交
通
事
故
は

事
件
と
し
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
が

少
く
な
っ
た
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る

報
近
は
事
件
数
と
一
見
無
関
係

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
大
事
な

こ
と
は
社
会
全
体
と
し
て
人
々
の

交
通
事
故
に
対
す
る
警
戒
心
を
一

阻
高
め
る
た
め
に
は
や
は
り
栢
報

と
し
て
目
立
つ
よ
う
に
伝
え
る
こ

と
が
肝
要
だ
と
思
う
。
年
末
、
年

始
を
迎
え
交
通
事
故
の
撲
滅
を
念

じ
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

第 1 4 7 号 村の人口
昭和48年12月10 日 -12月 1 日現在—

発行所
世帯数 1990戸

人口総数 8942人

明和村役場 男 4438人

紺、集 総務課 女 4504人

庶務管理係 (11月中の動き）

印刷所 小林印刷所 出生 14人 死亡 5 人
転入 43人 転出 35人

演
芸
な
ど
を
見
な
が

ら
、
顔
も
ほ
こ
ろ
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た

ほ
ろ
酔
い
に
な
り
舞

台
に
あ
が
っ
て
、
歌

や
踊
り
な
ど
を
し
て

敬
老
会
を
一
日
楽
し

く
過
し
て
い
ま
し
た

◎
老
人
ク
ラ
プ
育

老
人
福
祉
法
制
定
十
周
年
記
念
間
、
社
会
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
本
婚
者
の
十
一
組
の
夫
妥
と
老
人
ク

成
功
労
者

の
村
の
敬
老
会
が
分
福
へ
J
V
ス
セ
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
終
戦
―
フ
プ
育
成
功
労
者
六
名
が
顕
彩
さ

ン
ク
ー
で
、
六
百
十
三
名
が
出
席
後
の
物
査
不
足
の
中
を
よ
く
生
き
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ぬ
か
れ
、
現
在
の
住
み
良
い
社
会
こ
の
あ
と
、
来
臼
と
し
て
邑
楽

こ
の
敬
老
会
は
、
お
年
寄
り
を
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
も
皆
さ
ま
の
福
祉
事
務
所
長
と
新
井
議
会
議
長
関
口
匝
次
郎
、
柿
沼

一
堂
に
会
し
て
、
永
い
間
、
社
会
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
の
祝
辞
が
あ
り
、
次
に
受
宜
者
代
福
一
、
奈
良
降
二
、

に
つ
く
し
た
功
組
を
た
た
え
、
労
ろ
い
る
と
ご
指
導
を
く
だ
さ
い
ま
表
し
て
島
田
勇
市
さ
ん
の
答
辞
が
島
田
勇
市
、
福
品
瀕

·
4

苦
に
む
く
い
る
た
め
に
、
慰
労
を
し
て
、
楽
し
い
生
き
が
い
の
あ
る
あ
り
第
一
部
を
終
了
し
ま
し
た
。
一
、
福
田
正
雄
、
荒
』

l

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
開
催
さ
れ
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
第
二
部
は
、
料
理
や
弁
当
、
飲
井
忠
次
郎

r

た
も
の
で
す
。
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
み
物
、
記
念
品
が
お
年
寄
り
に
わ

敬
老
会
は
、
午
前
十
時
か
ら
始
次
に
、
述
見
社
会
福
祉
協
議
会
た
さ
れ
、
食
べ
物
や
お
酒
な
点
国
民
年
金
に

め
ら
れ
、
小
松
原
村
長
の
「
長
い
長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
い
て
、
金
飲
み
な
が
ら
、
セ
ン
ク
ー
提
供
の

渭
リ

麗疇

久
保
庭
仁
一
郎
さ
ん

十
一
月
九
日
に
伝
達
さ
れ
、
十
強
化
を
図
り
、
梅
局
中
学
校
の
そ
の
ほ
か
明
和
村
土
地
改
良

二
日
に
泉
居
に
お
招
き
さ
れ
、
建
築
を
行
い
ま
し
た
。
区
の
理
事
長
に
昭
和
三
十
年
一

天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
を
ち
ょ
群
馬
県
議
会
議
旦
と
し
て
、
月
か
ら
就
任
さ
れ
、
村
一
円
に
・

う
だ
い
し
ま
し
た
。
昭
和
―
-
+
―
一
年
四
月
か
ら
通
芥
行
わ
れ
た
土
地
改
良
事
業
に
全

久
保
庭
さ
ん
は
、
梅
島
村
議
九
年
問
県
政
の
た
め
尽
し
、
そ
力
を
投
入
し
た
な
ど
、
か
ず
か

会
議
目
と
し
て
昭
和
二
十
一
年
の
間
、
一
期
副
議
長
と
し
て
大
ず
の
功
絨
を
の
こ
し
て
い
ま
す

歌
ゃ
踊
り
が
と
び
だ
す

楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い

ー一演芸を見ながら顔もほころぷー一
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村の人口
-12月25日現在—

世帯数 !992戸

人口総数 8933人

男 4436人

女 4497人

(1 2月中の動き）

出生 10人 死亡 10人

転入 16人 転出 25人

第
七
回
定
例
村
議
会

各
種
決
算
を
認
定

用
地
買
収
挫
等
約
一
一
千
五
百
万
円
を
追
加

明
和
村
議
会
議
長
部5
#

f
J
J
太
郎

村
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
は
中
東
戦
争
に
よ
る
石
油
不
足
購
買
力
の
増
大
に
よ
る
商
工
業

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
に
よ
り
、
箪
大
な
岐
路
に
立
た
の
発
展
が
約
束
さ
れ
る
も
の
と

昭
和
四
十
九
年
の
輝
か
し
い
さ
れ
、
最
悪
の
事
態
に
匝
面
し
考
え
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
本
村
は
県
内
で
て
居
り
ま
す
。
ま
た
、
村
の
開
発
基
本
構
想

も
長
寿
村
で
あ
る
皆
さ
ま
の
ご
明
和
村
も
物
賓
不
足
の
困
難
の
推
進
に
よ
っ
て
、
教
育
施
設

健
康
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
な
日
本
経
済
の
な
か
で
、
明
る
の
充
実
、
社
会
福
祉
の
向
上
、

げ
ま
す
と
と
も
に
村
議
会
に
対
い
豊
か
な
村
造
り
を
基
調
と
し
公
共
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
皆

し
、
ご
理
解
あ
る
ご
協
力
を
感
た
地
域
開
発
、
社
会
資
本
の
充
さ
ま
の
声
を
基
本
と
し
て
誠
実

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
実
、
特
に
公
共
事
業
の
施
設
拡
に
活
発
な
議
会
活
動
に
よ
っ
て

一
．
昨
年
の
東
北
自
動
車
道
の
大
を
は
か
り
、
村
民
各
位
の
ご
村
政
に
反
映
さ
せ
、
社
会
経
済

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

開
通
に
伴
い
、
地
域
の
産
業
開
協
力
を
い
た
だ
き
難
局
を
克
服
へ
の
発
展
と
物
資
不
足
に
対
応

発
、
生
活
斑
境
施
設
の
整
備
、
し
て
、
明
る
い
明
和
村
の
実
現
し
た
生
活
水
雄
の
向
上
を
図
り

特
に
住
宅
改
善
も
急
速
に
進
み
を
確
信
し
て
居
る
次
第
で
す
。
明
る
＜
豊
か
な
明
和
村
建
設
の

工
垢
等
の
進
出
に
よ
り
、
村
の
従
っ
て
村
の
基
幹
産
業
自
主
た
め
最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
旧
に
倍
し
て
ご
指
導
ご

開
発
計
画
も
順
調
に
進
み
、
皆
路
線
を
確
立
振
興
に
伴
い
、
炭

鞭
鯉
を
お
願
い
し
、
本
年
も
皆

さ
ま
と
と
も
に
お
喜
び
申
し
上
業
も
物
衰
不
足
に
対
応
し
、
生

さ
ま
と
と
も
に
ご
健
康
で
ご
最

げ
ま
す
。
産
技
術
に
よ
り
生
産
拡
大
と
展

本
年
は
国
の
開
発
計
画
の
社
産
物
流
通
機
構
を
改
善
し
、
農
良
の
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈

会
資
本
投
賓
、
国
民
甜
境
整
備
業
経
済
の
伸
長
、
地
元
エ
届
関
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ

産
業
政
策
、
物
白
の
需
要
供
給
係
の
村
民
所
困
培
進
に
よ
り
、
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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合信児鼻·： ［は§長 迎；眉点 哀贋嬰良
なさ生事ギ国源け小 ぇ 横のそ り早て
りら活隙 1 のこのる 更行買し昨まさ‘
まさまを賓石れ供ァ松 ら゜いて年すで全iiし—ー→
ヒg ：店房湖は信;. て 品 互ゼ百゜虐宜 l： こ →に-, -, えの宮る考や生に私が福箔やもっ一極村和
‘よ‘き不tじい減産原 ぇ ‘く諸 しの！！ こ ワやパ ポ そがすいえ消や関どあ祉薄老のて口的民←こ
寒う軍‘足力ま゜油 て 買い物 つま；；元中と夕つス保ク う社ぺ生る防医係もり‘者人でもにに福をと
気な大私となし 胃誠 ‘ いま価 つゎ：：気央こシてに育た で会て活とな僚ののま母や福す‘社推祉スし
も‘なたいどて 中 あでの動るiiい保ろもく乗図ち す福をを‘ど‘深日す子身祉 o llll 会進の口も
ひ事危ちうエ‘ 石 束 さの高 いょ：：つ育か‘るつ児‘ ゜祉取は翌の交い常゜福体の児口福し向 I -• 
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ひにに民急 Iレが 賓 お の汽゜ 居な：：い児よいだ元ぞ i と除むに災安坑活らな害か福広とすをン祉

:: °は← ←気← ぃ＜節明を全衛上にど者‘祉いい゜栢に朋

年おさい協年 まざ和で たし引村り去身四い うし：！◆まれ • さ件た原例当終八一村険有年 四八
の祈まい力も村いしのあそにて続民ま営の十世ここと．＇ し‘い決及 議れあ‘案がの日十般営会線度こ日日第
ごりがたを村民るてとるししまき福し々引九相のの身ii村た決ずねび昭案まり扱ど追割の八会住計放ののでか七
あ申たし賜政の所位れ→ててい栢祉たとき年のよ頃 K ・：営゜算れの国和のし‘終お加合二万計宅の送ー議開ら回
いしのまわに皆存善た明九るる極の村し締のなうでしii ill 状も認保四内たそ日り提等十円補の決会般会催二定
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つげ多とましまあ努づく人第くに上総つる頭で極ざる：l 公 は案の計七 ぞは決さ特日追予設の及計はれ一議
姦を零も I 五ど、；皇；隻箆互器；塁畠忘畏はぃ、塁品合ii営 裏ど件｀年 れーしれ例に加打エ認びと‘ま日会
して心にう旧うす傾←ょのりををめ発てでたまきすな＇！悶 門ぢ 互四 村般ま‘にはなで事定国特昭しまが

手冨忍‘麗盆塁よ゜旦怠羞門ず忍塁！ミと哀口り、靡［゜ ~Ii復 塁塁 靡塁 乞りと灰望門定云塁を墨賓息芍：六
＝＝心＝＝；血＝＝：皿＝＝；：出＝＝中＝＝叫＝＝•••••==：．！！工 しさ の計 弁十まも条手最百約め保の七 期十

た東 るさ辺刃逍 ◆で代十排水補西防補円に 二で ◆のにニエ
東側村 たれが の矢 す化万水道修小組侶‘伴主万‘追 同契千事村事
側の営 村め｀工廃ー島村゜事円路会工校合烈迅うな円予加一意約円契営諮
に道住 で路扮止部地道 業‘改計事舎負六路用追と互額般をすで約住負

慧烹皐 冒内烹彗晶盈塁は 悶塁塁靡互魯嬰房覧賛閂げ且呈魯全を昇竺皐悶
さら六 そ用由止大線 金野事金百Jjヽ＝円工収‘まは五補もとの千六のれ北戸吐｝宅 の地はさ佐の 七菜費百五使百‘叩費道し四百正のに小五戸件
まヘヵ'FI 用と｀れ宜廃 十生不万十室二館に二路た低八予でつ林百を
す百中 建 Ji!!し路た地止 万産足円四屋十林伴百改゜八十狂すいエ九建
゜り学を設 内て線も内の 円出分‘万上六地う四良 千八 ゜て務十設
行校二 に買ののの件 な荷百幹円防万区物十エ 七万 磁店五す
つの 、エ あ収周で村 ど近八線｀水円消件万事 百円 会昧万る

て宅 事よ百百給教 • 
行の昨王［ う分分さ育役に

十二れ伐＾当棟百作 らは円にわ競年 り台とののれ長坦関期
日 D な‘三りつ二り村れ十で＝れ争の力」 す三五る並職す末
頃 K と八九のく十で営ま二落千‘入十 まる十十期び旦る手
のでが昼・建る四ー住し月札五館札＝五 る もをで末に及条当
予‘あ｀四ても万棟宅た二し百林が月 の十す手議び例の
定完る台五坪の四三は゜十‘九の十七万 で二が当目村の割
で成゜所平はで千戸‘ ーエ十小五日円 す月‘はの長設合
すはい‘米約す円建プ 日事五林社‘ ゜にこ‘三ら定等
゜三わ押—+。ツて V に合万工に村で 支の給月三のの

竺麿欠六゜届；；穴三ノフ： 悶巴呈窟占青 陀名ぢ長段件醤
まよのるほ病せ県 のっ日競 るをでがて既
せーうハ中か院あんで石 見て‘争こ＝コ排懸‘設
ん般すウ小‘等っ相は油 積行役入の面ン水く掘のそ絨 阜令
゜家るス企中のせ談石製 石 りわ掲札幹にク路な底排い排 線
あ庭も暖業／」ヽ公ん所油品 油 価れでが線すリのつが水ま水
つのの房者企共をを商供 製格た指昨排る 1 両たあ路す路 抄ト
せ暖で用お業性受開業給 口 よが名年水も卜側たがの゜改
ん房すなよ碁のけ設粗削 叩 り｀業の路のでをめり士こ修プ＊

猛悶゜ど品含衰合白魯畏 : 夜ぶ癸匹塁互o g門；五累塁盃 口 且各
製該緊業に施るしに関 たれ社月エ いで口水く事がツ
品当急関定設のたあ連 つめもに十事 わ‘ッ能ずは始 力：
はし を係めのは゜っし せ随村よーの ゆ底クカれ‘めク良

◎わ課混杏み灯 ん ぃ排ばのエで六四僻万内六栗契な
ニ ーせあ協←は油 相 で水土予事契百百が円の十原でど く
月 月申くるへが→ • 談 し能砂定は約九二大で四以建行 な、
分 分込だい‘必石軽 ょ力がで‘し十十輪契百を設いで
七十 みさは商要油油 所 うもくす三ま二万地約七八味ま る
日＝日ー受い商工で製・ を °悪ず゜月しと1 円内゜十十がし：：：：：：
ま月ま月付゜工関す品正 開 くれこ二たをでのま五五千存面
でーで七期 会係゜あ油 設 なるれ十゜三‘四たし1 万律
の日 日日 へは殷つで るこが日こ百須百‘を円井そに
予かか お役業せす こと完ごの八賀十板三で
定ら ら 問場関ん゜ とが成ろ両十地六倉百田
＝ー い経係申申 はなす完方万内以土＝島
月月 合済は諮込 なくれ成の円のを建十地

可
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一つ金五千パ十地収
・て一・四 l 四方入i歳； 五九ま歳承
三お千三百セ万交の： ：一→ 十百た出認昭
パり八パ五ン円付卜，

↓昨｀閃↓よ卜。マ麿;.t__^ー一般脅〗塁員：翠
ン年十ン万次全ーを で円会千し七
トに万卜円い体但し ムヽ百の計七た年
ふ比円ツ＾での九め ェ； 二大の百の度
えべの‘全村五千る 十輻国三での
てる順県体税三四の 言|八な保十おー
いとと支のの・百 Iさ 万果会一知般

1自動車取得・まーな出二九一七 悶震且骨名魯
94, 752干円税交付金 な l プ千狙土パ歳，．．．．一●一ての内黒互‘‘いと辻t

,90.378千円支セを九点木 1 出：歳みよ 字゜歳差た特
出ンし十に費セは： ：まうそ決有入しし別昂各
は卜めーお・ン昨：
‘に‘万い辺卜年；出iょ使でと会千きす計 の
村な全円た路のに'---·---'うわ 1さな計六一゜の
道っ体はたのび比 ゜れ りは百千一国亡t
°舗ての‘め改てベ

塁し言斎三塁； ::: 盆gりさ占塁魯倉良
事す．の木舗す〇 出金れ千万十は、 と
費゜三卜費装゜・ を力＇も四円九‘有
に主バッ八を八 みと健百｀万歳線酋『

嘉怠見炉塵辛ほ塁品眉魯苔旱裔卒麿問げ装
ほ建にに事百費どう十工に百政四七黒ほが
か設五百に三・で物九事二五を店千字六十一、

12. 658千円茶も§認夷玄舟すo i忍否；み在：宛竺西：重
虹円得磨円交、よ且品 E 眉自う五芯竺五名卒り点
l .2.500干円管十束iiJj円庁目 五改只円辺ま千万ま万議

理万小指‘舎に 百良収‘改す三円し閂会
な円交荘〇冷当 九工費逍良 ゜百でた で
ど‘通車栂l 吸る 万!JI に路工

奇よ乏；奎ぢれ急おま；七塁こを偲；中 そ E ど麿嬰腐盆分羹星工甜； f'l.翡茜分：茎羞悶畠醤農嬰塁互謡を手層茅斐苔品
しり兄ぎりのおが姫での｀やのたお日央 のま千館に防費円備事万排平江産補円水で処診金組一支費゜孜一六四は出費わ
よまをて切衣姫ブ様すを父歌日゜遊‘保 ほし 林四の・な事に円水に口振助は産す理委に合千出・ に千百十武の・れうし爆‘り裳様 0 と゜楽さのの 戯中育中 ヵ、た噌地百館二ど業三‘路二幹興金‘業゜費託五＾五は三 八一九七辺＝六ま
ずた笑ま゜をやグ王 しんけた 会学固 ‘°五区十林千に負百 l」ヽ改百親補に稲費 に料百館百‘千 百酉十万館番千し
t：：がさち中き水ラ子 みやいめ ＾校で扶： 議 十消六地九使担五規修四排助九作・ ニに二林六保四 七三五円新目六た
でみせがにて兵ム様 に母こに 写体は 会 万防万区万わ金十模工十水金十病三 百三十浮十育百 十十万‘築で百゜: [ : ：伶〖しをii 古iji I!ご >[ ] t: 9 旦t崖盈息［冨t芯屑i] [̀ ;〗［魯〖》 〗偽：虐困；王
友‘ろし切はろわ会 た見懸 1さ 行第月 に担備合非た七戻良百‘ん六‘負五 万円‘ツ医エ．円 な‘学費ー主万

命 いーニの 二 使金消負常゜十免事六田せ万回防十 円‘結の旗市の ど幼校に千な円

でソクあ達ぉ いをてア深 収繰支康す 1 1 入外関な九 な円をた百
しトロ最びや 我ま消鉄／V い私 入越出保収°セセはににり十国

ti為よ竪芯菱遊 贔tと見こ目含 み念癸魯塁ゑ 予口悶娑姦t骨醤掴特品 9 ；盃よ
り、盆五t念雙 g ･ ; : t，塁 ん塁唇兵旱妻 腐夏店だ畠象癸農保別 EE 翁但裔
園児民たさ＝； 油．う年が石活 特 な 六十百二も び出ぺた険‘幅険＾ ま二孜か‘

は·とで三油に ・一九十の とはてた給こな会＝ム、し百にら村
逹員長ん 九推地十が最 六万十万は な十十め付れ黒計 エミた九九借が

九 定球年二も に でバ円五円‘ っ四七で費は字 1ょ計 。十百り長
1 な万‘国 て・・すが医決‘ 言「 三十た期七 れらそ年係石 節セど円国民 いニニ°予僚口九

％て姿し‘の油約ンで｀庫健まパパ歳想機に百 円万金わ

ら てこ まか力 1 ま料く造ポぽ翫う航っって・にす昭が 円し九円な 万六送 の は祖六ての九 卜

胄ま全店百況旦謳苫言刃皇医、：ょし、農：謳 C 哀ば;‘薩ま、全塁？ や ぇぬ脅全：盗塁玉盆閃學ヽ 云雷閃は；も夏斎を
し し心で゜そに卜に に薬なチナまパ用まる国すにた‘十に `t っ次がぴ般はど万用の決会有三に十‘す・十はめ
ま身ょ掛は の頼近霞 も品＜ V イでン燃え国の°な‘今年依 てに全施管こで円料主算計 千支九一゜〇五‘て
し近うけと 影っく力 事‘なンロ深ガ料ばでよ る昭年に存ー ぃ租体設理れす‘おなには線七払円人 パ万保い
ょに゜たり 響てをも 欠化るなン刻スかすはう だ和は使し ヌし ま立の管門と°繰よもな‘ 百つに当 1 円険ま
うで らあ はい石‘ く粧ばと‘な‘らく·‘に ろ五そって す金八l!I!八い 越びのり百会六た対り セで給す゜き よえ はる油そ こ品かのテ影灯‘自輸輸 う十のたい を ゜百二塁百つ金手はま一 十療しの ン
◎る いず かわにの となり製卜響油家動入入 と年三量ま 六．＿八た百数‘し干計九養て保 卜支費
V も かど りけよ八 にどで品口を‘庭車がに いに・をす ・十五百十エ九料有た八 円給村険 を出が
ジの 考ん 知でる 0 なのはもンお軽で用止た わは五ーが 四％三ー事 十一線゜万 で付が税 し全六
ャか えな れす火パ り原な製｀よ油使‘まよ れ三倍と‘ 万を十万も 七千放 円 す費医 1文 め体千

冒讐ii[I屑冒！！叫屡：□i叫且9]]：：］：：］］：：；］；：：i]］：口［］］；：し

地方交付税

194, 735千円
瀑
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村の人口

ー2 月 1 日現在ー一
世帯数 1994戸

人口総数 8941人

男 4433人

女 4508人

(1 月中の動き）

出生 14人 死亡 11人
転入 28人 転出祁人

役午 Iー）かにす三 告 た国りに l=Iる自日 ◎で＾ ◎で昭 ◎にく・いるせ事たもそ

備塁悶元盈＾所を合菜見悶畠： 納 ＇畜且手虐昇心魯畠斉共丸門又jしす。舟靡共互よ蒻摩佗忽力ゞ晋 E 斎
票塁犀穴悶塁塁嬰悶ゼ骨閤塵し税日閾闘゜斎菜菜百車嵩質ツ「hヽ 醤闊 吝児腐全品閲斎；爵塁塁宍歴
: i : ] t眉塁え旦召喜旦含冑申I Ii 悶息腐墨儡は悶 勾靡合 肩翡閂： t畠馨皇は図と詈 9
室で三九 昇悶哀胄互竺塁f名告 9 乱馨 ：日竺↓肩 昇 皐翠 旱昇 2 不ヽ嬰翡嘉象足岱 K 悶
逗雰日 胃悶゜召努名合ぢ胃キ目雪危芸 羞肩合贔悶 竺 旦閂 五五 臀冗ごぷt合冗斎ヒ
所よ 税相ま日 1l0 か得 錘り起と為まに車な百す まか 事家おにれ交あ事お
はり 確談 す割でら 申談＇まき なシすよ‘ る 円゜ でら 故族互あま通な故り

＝三 三＝口は員[;◎等級—」g害の程度 一見舞金額哀会◎す。
＾亘事以入再＾月以＾月上月住 、、 目院治 ..........1.__死亡したとき 500,000円 の員共午七業上ケ六午五上午四江一民 し 圭治朕 2 全治 6 ヵ月以上のけがのとき 100,000 見が済
芭日所盆谷日色日盆邑日黒日魯 ま n 墨胃 3 全治 5 ヵ月以上のけがのとき 50,000 塁斎魯

悶ご 磁ょ｀悶孟露］孟よ孟揖る冒苔釜 : ：：：：閲言悶悶：： ::;: 五戸
ッ 和ッツ須シ部 ッツツ 、は 6 全治 2 ヵ月以上のけかのとき 20,000 ゎぁ

嬰 雇盃百質盗塁悶伍孟芯 I 店 一乙ー全治 1 ヵ月以上のけがのとき 10,000 ; ; 

島 菜只 館 井田 里全 8 全治 1 週間以．ヒ 1 ヵ月未満のけがのとき 5,000 すと

は住で揚参 国ー冒村◎上生で昭は耕知ま計 証 1―I ◎日 1コ期

忍、所；合ょ妥関悶孟よ以関昇魯 Iji ＾肩＇吾犀晨；届羹翡靡蘭＄合［翌巳 農 悶喜且共：房臨雙
〗麿企音忍‘哀悶塁翡塁点悶音き嚢虚仕冒閾輩羹虚畠五穴児歴詈占上は虚 業 且塁 覧固農内
儡五儡且晨°魯比旱碕薯 ^ 悶五』召元巌嬰晃農竺虚―↓:;刃が農閏 農 基 嘉胄 ：闘盆
;‘魯［芯閂炉。岳！嬰品孟嬰里日 u 王五塁以隈召塁汀↓雪 5 5 悶 業 本竺図盈亨合
す。麿手仇習 予 犀サ鷹 品所 H, 9 扇嬰晨手房畠工五塁ば 塁覧忍 就 統盈忍手゜回
ッ賃＾°翡閲品畠：塁塁悶拇i I-門塁塁゜闘塁且忍農g貫］は 胄 計盟盟塁塁
はくまれま方よ方れ必少みををと至大 は少十世三 目月 で会部込 1ー1 ◎お［四1 国 1コ五しにこ付通及証

悶§`す0 甘晶誌塁墨は彗肩~;盟［急贋 ハ ；しと塁合悶闊 旦 査 蒻塁塁塁魯加悶旦貪畠闘 5 変亡悶盟畠問
Iーい手は所民和与·お所しから保しるお保考 の イ 戸い 1災滅業三 組添ツ会妊入くを証ので揚るよ交の動か
扁°続こ刃 税村支よ得まわれ険て支一険 9 合．子 i,Iた家少セ年 百 をえに目に申だ持 診打合こり通坦機発
確をみ税の税払び税すらま料く払口の圭真ど 加がはしン前 通て必証配込さ参 断切のと ‘,)l 合付行

が定とあの 申務報給の°ずす控だの九払＇ツも と し‘各てサの ｝、 じ二要＾布のいの 書り見が交故は自さ

笠薗雲］弓羹翠卑缶笙捻：；［］四臨瓢厄拿上 元 届魯悶間亡り 減 悶彗貪尉［゜： ば：嘉塁詞魯な
すのにの求 除付勁の缶 明額得 証年参旨三か 手： 夕［ 皐畠こ冗隻沿 j,' ネ穴霊晶盆は 役 ；閃手塁胤翌互笛
゜ぱと哀含よ麿嘉ぢ喜嬰彦繋靡凹塁圭旦虐力、 よ 鼻息はこ屋 哀呈tき乱 愕 包醤{i贋茎雙虔霊

の役る く 専業・兼業別農家数 ◎セし人粟る 一千減ツ ◎戸四のこ

ぞ詈た 総脳家数専叩塚数I 兼業／［家数 鳥眉： ：で謡直猛； [ t :息突倉よ息韮
七部 戸―—-t,'I認が主1兼業が主経経す少‘回人家り人三スロロま増れい

象鷹 大 1,242 1 4 7戸 1 4 3 5戸 6 6 0戸醤賃゜口呈ig盟［闊霊合晶姦 K 門手今
参子 i I I 耕耕 ―十サう員た六十二回菜°て°流
門［会 染家人口 『！ 1 千地／也一人スちの°千九百＾人一兼出

セル七は ．とよ‘就 二人六四口 千業に

；岳 I総了：］数1-3忍云[ 3]721 十； : ｝差 り豆心圏安 厚皇女贔 芳密主
を和き手げい行た落，さー監八前 宅万す下 とし畑ア以

星9-— ？食を悶0 ：ノイ‘g『 0~ I~ 皐：』魯霰義塁息翌五゜叫墨 道直：序ぷ；
• • ◎まあのは早と会‘熱まオいのを当 ら鋲‘先良 下路致す九減閥

林＾ ＝満個三里団女俊俣位的個＝佐団男しいもきく元揚団 戦 し未る児合は務手束‘荒 でと に°十少に
見 □ 塁命位＝稔子邦～竹信巖｀子符麿脅だ念予茎稔 盆竺晨農嬰皇寇教 当 ;_;::“ 魯臨 江 が虐；今点旦
扇：累爺眉全:眉 厄晨信§馨農厄悶 合： ：岳直 9 受 『 9 在ょ彗］ 9 嘉［安息器岳 さ阜 霊 良＄均↓．り骨

ロロ言9i]]]]言ビ］：口□iい深がんや度つとたな就ん しし農 に立る かかな空行豆もかを← がうのいいおつ じかす波んるのだ

＄嬰な、t gを氣 12 麿；嬰危云ぢ互閲屡塁孟望五春乞だ欠盆嬰稟塁だ 9 妄房：贄嬰品盆ぢ岳翌 らすがの゜の上い立
デ召ミ麿皇麿ぽ掌孟ぃ、，を、皇塁 ＄ら互忍盈ぢ哀孟ぢ屈なえ克；をg胃； g ;届含］内塁包孟 節 〗：夏 99:旦: : 
。こぷぼ、詈宅ば玄g £翌級頁 甘悶i |ill、;< g且忍琴盆互念え盈裟なぱ悶祠塁き足気塁昇；裔 万 ：盆畠こ畠忠信を二
て子な気ないお月のよ進で になもしあくは とをのをくい‘いま咀は伝と迎節さをつり 立 し配をこくま春い月
いさい持んま子で月ろ学も 見どなまっら‘ 思持よ待神払鬼まだえ内えいえの竺祠：け抜 ぎのみと大だはいい
たん毎ちとのさしとこ‘‘ え‘くいとい俗 いっうち秘うがす各な‘らうる変 1 たけ 春 で動ても陸去立まっ

乞篇旦ごt‘晨含；届嘉孟孝 舌塁塁手し、日、髯 手忍茎心磨哀虐子゜嬰ぢ毘り唸塁『忍門さ冬。文 す。嘉悶魯ぢ； ；内｛円
たですなて制も°つ狙‘さ まがる・゜間のげ ゜るう‘‘うらどさ豆外す名‘めととのや 感とま寒せい暦を
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す
と
、
約
半
数
の
者
が
代
迎
人
で
な
お
、
迎
動
期
間
中
の
全
国
い
こ
の
防
止
『
"
g
"
"
g
"
"
g
~
"
"
且
"
"
-
g
"
"
g
~
"
"
且
＂
＂
且
"
1
1
月
＂
＂

r．
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i
'
;
.
9
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..... 91
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月
＂
＂
目
＂
＂
且
＂
＂
吾
＂
＂
目
"
"
m
-
i
"
"

＝
◎
入
居
者
の
決
定
方
法
多
数
―
i

l一
の
と
き
は
、
公
淵
抽
せ
ん
に
g

し
か
も
ほ
と
ん
ど
の
者
が
白
紙
委
っ
せ
い
実
施
平
項
は
次
の
と
お
り
国
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検

li
対
ば
帝0
仕
i
｛
毛
入
早
g
ギ
臼
草
t
住
木
＝
―

よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
―
―

任
状
に
よ
る
申
請
で
あ
り
、
い
か
で
す
。
の
励
行

g
申
込
受
付

2

月

1
5日
1
2

月

2
8日
◎
申
込
手
続
き
村
営
住
宅
入

h

に
皆
さ
ん
が
大
切
な
印
鑑
（
実

H
わ
が
家
の
避
難
点
検
四
百
貨
店
、
病
院
、
旅
館
、
ホ
テ
i
i

印
）
を
そ
ま
つ
に
扱
っ
て
い
る
か
ア
、
家
族
の
話
し
合
い
に
よ
る
避
J
V
、
地
下
街
、
店
舗
等
及
び
複
合
F＝
居
申
込
昏
（
役
坦
に
用
意
し
―
i

—— 
i
i
村
営
住
宅
が
明
和
中
学
校
の
受
付
け
て
い
ま
す
。
て
あ
り
ま
す
。
）
に
税
泉
徴
―
―

が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
難
方
法
の
決
定
用
迩
防
火
対
象
物
に
お
け
る
安
全
m

r
裏
の
東
側
に
十
六
＿
戸
の
建
設
を
◎
住
宅
の
構
造
床
面
和
―
―
＿
九
収
粟
又
は
所
褐
証
明
害
を
つ
―
―

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
イ
、
老
人
、
子
ど
も
、
柄
弱
者
等
避
難
体
制
の
確
保
―
―

-
―
行
っ
て
い
ま
す
が
、
入
居
者
を
•
五
n
l
（
約
十
二
坪
）
二
D
け
、
住
民
票
閉
本
を
捉
出
し
i
i

印
鑑
に
対
す
る
認
識
を
あ
ら
た
に
の
就
衷
勘
所
の
総
点
検
ア
、
火
災
発
生
の
通
報
辿
絡
体
制
i
i

i
一
次
の
要
領
で
努
集
し
ま
す
。

k

（
八
烈
、
六
昼
）
て
下
さ
い
。

し
て
頂
き
、
今
後
、
印
鑑
の
取
扱
口
た
ば
こ
あ
投
げ
捨
て
と
哀
た
ば
の
確
立

l
l

は
、
伯
重
に
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
イ
、
避
難
誘
導
の
徹

I
l
=
­

告
さ
ん
が
、
日
常
生
活
の
な
か
の
高
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
噴

1
9コ
底
―
i
◎
申
込
受
付
二
月
十
五
日
ー
◎
入
居
者
の
汽
格
①
明
和
村
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
―
―

二
月
一
干
八
日
午
前
九
時
よ
内
に
住
所
ま
た
は
勁
務
掲
所
企
圃
開
発
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
i
i

ウ
、
避
難
路
の
確
保
i
i

仔
□

戸
紅
い
臼
日
叶
[
i
T
は
叶
甘
日
＂
坦
ピ
叶
汀
炉
[
.
→

-
r

エ
避
難
訓
練
の
実
一
一
り
午
後
四
時
ま
で
役
楊
て
汀
汀
日
。
さ
い
。
一
―

あ
り
ま
す
。
に
は
、
細
心
の
社
怠
を
払
っ
て
お
そ
の
垢
合
も
必
ず
方
人
の
自
署
し
せ
ん
か
ら
、
申
詔
の
四
は
必
ず
本
・
施

P
-
J
こ
l
l
-
l
-
i
②
世
帯
員
二
人
（
婚
約
者
を
〈
「
日
パ
の
紬
g
珀

5

i
­

の
亡
―
含
む
）
以
上
の
家
族
構
成
の
今
月
の
納
め
は
、
有
線
放
送
i
i

魯
の
社
会
経
済
の
発
展
は
、
り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
側
の
み
な
た
委
任
状
を
保
え
て
委
任
し
て
く
人
の
自
怒
し
た
委
任
状
を
持
参
し
」
オ
、
防
火
避
難
施
設
―
-
/

一
方
。
③
婚
約
中
の
方
は
入
居
使
用
料
及
び
水
追
使
用
料
で
す

li

商
取
引
の
活
発
化
に
よ
り
、
印
鑑
さ
ん
も
、
み
た
り
に
人
に
実
印
を
だ
さ
い
。
（
叫
し
委
任
さ
れ
る
者
て
く
だ
さ
い
。
委
任
状
か
な
い
垢
．
，
～

.. 

及
び
消
防
用
設
備
i
-

篇
也
の
利
用
度
を
邸
く
し
て
い
あ
ず
け
た
り
｀
貸
し
た
り
し
な
い
は
同
居
の
親
族
か
瞑
則
で
す
。
）
合
は
、
証
開
の
発
行
は
う
け
ら

'
-
1
,
-
•

等
の
点
検
、
整
備
i
-
=
―
一
ら
、
ら
一
決
定
の
際
面
ち
に
同
居
す
る
巣
合
納
入
日
＝

ー
ー
ー
カ
ロ
こ
と
が
で
き
る
方
。
④
そ
の
二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
室
―
―

:
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村の人口

-3月 1 日現在—

世帯数 2001戸

人口総数 8960人

男 4443人

女 4517人

(2 月中の動き）

出生 10人 死亡 14人

転入 41人 転出 18人

—— 邑
翌
＿

稲
作
病
害
虫
防
除
の
一
っ
と
し

て
、
本
年
も
春
季
煤
薬
空
中
散
布

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
拶
薬
空
中
散
布
は
稲
作
に

多
発
す
る
ジ
マ
ハ
ガ
＞
病
を
媒
介

す
る
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
な
ど
を
一

斉
に
駆
除
し
、
稲
作
の
増
収
を
は

初
代
の
明
和
村
長

年上去月太
四故げこさ二郎初
月斉まこれ十さ代
‘藤すにまーんの

［出i:“[口図成営 と有事実防業め々多長良じ
献りしの更新畜業‘団‘‘とのに‘て有に事営‘佐の役村新困就さ
ま住‘線昭業戻臣只改場立村難任しみ住放和を改業中組庁梅とのし Iv
た点目盟旱塁眉贋悶扁 9 魯七問：逝
g店誓犀比男儡園塁靡悶厖ど鷹去
く向設にしどと館設業建盤て初
り上をはた次し新の‘築を‘の
にを完直゜々て築充消平固沼幾

病害虫ウンカなど撲滅 3月 29 日から
3月 30 日まで

見二例例業評委打般度こ間十明 定こ内て事九る計条条商産平予一年日月 をいのり、一一己叫］言！！込十の案設価貝案会各のの一和 と示‘前年市 ・年iい 魚水器 い るりつ 家くいにノ、作う野う洗井こ入
で数ーな備審会‘計稲議予日村 3 例しし市売度町金—一 のiを魚貝洗等散を散°農い紐畜換よ閉ウ均゜菜に泄戸とら
す議部ど近査委監お会会定にの月 はま町渡の村 晨iす類類いに布し布 薬て舎に気うめス 1し゜案改条代委員査よ計でで招三 11 村、し村申稲長は 卜 薬＇るのにす付店な当 のは‘対し終て内対 含；農茎゜哀
皇岳麿指蓼忌青品孟ほ嬰詈塁日議塁ぢ畠綸g畠廃、 翠，．g g召を累足且 倉：．馨！苓ヽ召畠！ 兌゜棗円 ぢ
程五設金委任の保案昭れれ例頃ノ、生 り度換を ノ 散： 池る たえう戸 な l‘ 注さ出ての注 分 がを 戸
審件定融且｀選会を和ま‘磁招本産 当数目開止こ 布！ な注 坦さに外 い｝V 牛意い来高入意 水 かす を
9 含届悶畠塁缶話店平す・畠含集 猛 函き 9 き、 雲： 虐意 含箱まは ぢ芸倉 ゜危晨ほ R 忍‘を 嬰
れ合‘進任賓公正め九八三 域舟つ米四 ' は 充飲゜しにをと けない しなとて

うの過納二今れそず ら年の十さ百四てる る人や生明 るに伍会 しンい‘転大作は約下ま面作指
いら奥に割去め月回なのに国め未れ七保日ら円十く三加道に五ま治明開五 予店をに村た＾て事換豆だ本半表し和実探; : ；含品畠を喜盆サ出后塁 B 9 をg目忍犀晶塁互りと届匹靡g巳塁［犀 改習房且ば且゜ぇは悶名祠悶ぽ危塁ぢ茎り豆
ですもまめ険との正前納 Illl 金ま険とかをに後で六い十希かぴ金人四十ま金王［ 宝乞すみしり｀ 百昨渡め木ならなお明を乾礎
の 附しる料が二でにめをのす料にら納‘昭納月゜一堂れ五にた年九すの r ロ ・なて｀稲 八年申て‘っ休りり和考田と
所 加たこをで年‘なた経保 のな五め合和めか保日すま年加ち四年・加 4こ さ さ‘個作 十よ込お養た耕まで村峨率し
得 保゜と‘き問昭っく過険 特＇り年るわ五るら険まるし年入マ月四 入 ん三人転 六り限り魚たがし｀のし‘

眉 日 磨は怠贔塁忍：ば □戸戸二印召だ倉は十五塁 爵よれ は乱農塁 芭麿屡手嬰塁歴ほ悶且贔裔：
保 が き九なっ十ま納も‘ 付°が和五六に月‘申‘ 加か年ま日 けに t::. 願日目進 培十且゜ど‘さ‘に数分の来
険 納 る百って年すめの納 が 受五年月なに昭しき 人っ年でか か 一 いま標協 え九にまへ野れこ比只さ転の
料 め よ円た‘十がらはめ 認 け十分三り九和出た すた金にら 再再 且］ すで数議 ま卜つたの菜転れべはれ用転

悶地； ［名，t、 1さ＿名品農り、ど’と‘就刃賃令卒 畠今給危門眉盆店 1さひ~民
気域起どこが受方す行はおく解職 的に業 .gが回付きての正か所持社こ慇と不験‘°化ンとな放が にと‘ 大ののる‘免でっ祖力ll 句三
畠含よ闘累塁ら塁 ; ；姦り緊塁 盃そ靡 よ E 惜芦合胃慧両t岱入 金 稲作転換目椋数母 召！前売渡申込限度数g
解人ちにんに不を ケ 1 分学らっ 定三‘ 引ででにで受加のるのしみでなしな安希 l 乱で校勉た に月就 末上受保なもけ保で人 本年 1 前年 1前年対比本 年 1 前 年 1 前年対比‘んすりゃりや望 ス用飲を強少 なの職 の Iずけ険り納て険すし道

総：親者煙庭親：：年雑勉：：／：囲険勲］：:] 
昭和49年度稲作関係の割り当て数溢
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昭和 49 年 3 月 10 日 広報
そ'""●● 99999 ●●'""●●"'"●● 99999 ●●'""●● 99919 ●●'""●●'""●●'""●●り'"●●血••叩●●""'"'"り●●血··99999 ●● 99999 ●● 99999 ●● 99999 ●● 99999●●こに立会

！田るは陣本而宿 い宿 って栄ツかこ俣こて昔 i中ヽ覧皇胄
：中‘普は陣屋坦川る恥 て家え゜れこでの栄日現i学が催委
自旅旅ii!i家は＾で俣よと オ寸来屋た川てかあ街え光在目校＝に旦
：館 1lll ー来大旅‘のうし たな゜俣束らる追た脇の·
百な屋般の名館本宿にてJ II 内ヵくと時はと利゜のこ往国；符乱合を：どに人宿のツ陣拗思の 1 、も代宿南根＾利と辺逍：
目のはの泊宿と｀はわ面 史何新の功に川／11 根は＾―里鱚乱玉悶
；名吉宿所泊な脇柑れ影 口 跡と築変と流が股川既街二；中立九福
；が田泊‘所が本当るが 1天 なさ化しれ二のぺ報逍＿弓学春回祉
：残旅所旅‘あ陣大゜残 たくれにてたつ起りのツ号：—の少協
S さ館で 1lll 脇っ‘き っ ・昔てよ昔たにりが通と線弓一
！れ‘あ展本た旅な ての すの変っはめわは川りしは！年日年議

！ら荘行とっどる木るた ね外り藤川田岸さ‘ どてi刑；馨胄
；権がでしたの貨な貸゜ あ 1ー、野俣村＾れ睦川あお豆事わ村 ~I
；現多十た゜日物ど物こ行f 面各‘のの船た上がつり、：貸れ長十
；堂忙ーが述用にでにの る林々松船赤つも交交た 三任まら六
1 をで月多行品は‘は岸 溜大本問岩きの通通と遊；年し多名
；経あ‘忙にと塩船米か 日 記の船等屋と楊で以運い女＝令た数が：てっ十なは肥・か・ら勘 船十のに共ツ‘上輸う歴；到゜の参
:‘た二時昼樽砂ら麦栢 が斐回はにと利にの゜も；逹 来加
：関゜月は間な糖お•み ーづ送‘栄し根昔便ー；者賓し
i宿この屁をど・ろ瓦出 堡つ店高えて川はと 三；の をて
；かこ年夜原で酒さ•さ（第 9 回）あ持が沢竺千の利し 軒 1 十 招‘
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